
不
可
欠
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
拒
否
と

市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
（
四
・
完
）柴

田

潤

子

は
じ
め
に

第
一
章

ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
不
可
欠
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
拒
否
に
係
る
規
制
（
以
上
、
第
二
二
巻
第
二
号
）

第
二
章

価
格
濫
用
規
制
（
以
上
、
第
二
三
巻
第
一
・
二
号
）

第
三
章

ド
イ
ツ
に
お
け
る
電
気
通
信
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
濫
用
規
制
（
以
上
、
第
二
四
巻
第
二
号
）

第
四
章

不
可
欠
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
拒
否
と
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為

１

競
争
法
に
お
け
る
不
可
欠
施
設
理
論

２

不
可
欠
施
設
理
論
と
業
法

３

結
語
（
以
上
、
本
号
）

論

説

２９－２－１８９（香法２００９）
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第
四
章

不
可
欠
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
拒
否
と
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為

１

競
争
法
に
お
け
る
不
可
欠
施
設
理
論

�

濫
用
行
為
に
つ
い
て
の
近
年
の
議
論

濫
用
概
念
は
、
市
場
構
造
に
影
響
を
与
え
る
、
支
配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者
の
行
為
に
関
す
る
客
観
的
概
念
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
条
約
八
二

条
の
適
用
範
囲
の
枠
組
み
で
は
、
支
配
的
事
業
者
の
行
動
は
一
定
の
限
界
の
も
と
に
あ
る
。
通
常
の
状
況
下
で
は
問
題
の
な
い
行
為
が
、

支
配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
濫
用
と
な
り
う
る
。
支
配
的
地
位
を
強
化
す
る
、
な
い
し
は
既
存
の
競
争
を
弱

体
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
市
場
行
動
は
、
八
二
条
の
意
味
で
の
濫
用
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

出
発
点
と
な
る
考
え
方
は
、
自
由
な
競
争
、
域
内
市
場
に
お
け
る
歪
み
の
な
い
競
争
シ
ス
テ
ム
の
確
保
を
規
定
す
る
同
条
約
三
条
ｇ
で

あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
八
二
条
が
Ｅ
Ｃ
の
一
般
的
活
動
目
的
を
具
体
化
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
排
除
行
為
に
よ
る
妨
害
が
な
い
市
場

の
維
持
に
焦
点
が
置
か
れ
、
次
に
、
有
力
な
地
位
を
獲
得
し
た
支
配
的
事
業
者
が
、
競
争
過
程
な
い
し
は
市
場
構
造
へ
の
影
響
に
顧
慮
す

る
こ
と
な
く
、
消
費
者
に
不
利
益
を
与
え
る
搾
取
的
行
為
が
捉
え
ら
れ
る
。

支
配
的
事
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
と
な
る
市
場
に
お
け
る
競
争
が
弱
体
化
さ
れ
る
た
め
、
支
配
的
地
位
の
原
因
が
何

で
あ
れ
、
支
配
的
事
業
者
の
行
為
は
、
共
同
体
市
場
に
お
け
る
有
効
か
つ
歪
み
の
な
い
競
争
を
維
持
す
る
特
別
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
支
配
的
事
業
者
の
顧
客
及
び
消
費
者
の
た
め
に
競
争
的
環
境
を
事
実
上
再
生
す
る
た
め
の
競
争
法
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
支
配
的
事
業
者
の
特
別
の
責
任
は
、
支
配
的
地
位
の
存
在
が
競
争
の
弱
体
化
を
示
す
だ

け
で
な
く
、
支
配
的
地
位
に
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
事
業
者
の
行
為
が
、
当
該
市
場
に
残
っ
て
い
る
競
争
及
び
消
費
者
に
対
し
て
同
様
に
強

六
二
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い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
支
配
的
事
業
者
に
課
さ
れ
た
特
別
の
責
任
は
、
競
争
の
弱
体
化

を
示
す
具
体
的
ケ
ー
ス
の
特
性
に
照
ら
し
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
濫
用
行
為
の
禁
止
基
準
を
一
義
的
に
引
き
出
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
濫
用
行
為
に
関
す
る
検
討
は
、
歪
み
の
な
い
競
争
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
、
価
格
上
昇
等

の
現
実
的
な
い
し
は
蓋
然
性
、
す
な
わ
ち
、
市
場
へ
の
効
果
の
具
体
的
な
立
証
を
要
求
し
な
い
（
１
）
。
排
除
行
為
が
反
競
争
的
行
為
か
否
か
の

判
断
は
、
か
か
る
行
為
が
競
争
を
排
除
な
い
し
は
減
殺
す
る
効
果
を
持
つ
な
い
し
は
見
込
み
・
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
理
論
づ
け
る
認
定
で

十
分
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
行
為
者
の
濫
用
的
意
図
の
有
無
を
含
め
た
客
観
的
な
正
当
化
事
由
が
検
討
さ
れ
る
。
八
二
条
の
枠
組
み

に
お
い
て
は
、
判
例
に
お
い
て
、
客
観
的
正
当
化
事
由
及
び
均
衡
の
原
則
の
概
念
が
発
展
し
、
規
定
の
解
釈
適
用
に
一
定
の
柔
軟
性
を
与

え
て
い
る
。
支
配
的
事
業
者
の
具
体
的
な
濫
用
行
為
が
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
濫
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
八
二
条

の
禁
止
対
象
に
は
入
ら
な
い
。
正
当
化
事
由
と
し
て
、
当
該
支
配
的
事
業
者
の
客
観
的
必
要
性
、
合
法
な
商
業
利
益
の
確
保
等
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
経
済
目
的
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
し
て
理
解
さ
れ
る
（
２
）
。
濫
用
行
為
は
、
支
配
的
事
業
者
に
よ
る
行
為
で
な
い
場
合
に
は
濫
用
と

な
ら
な
い
と
い
う
場
合
を
含
め
て
広
く
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
支
配
的
事
業
者
の
側
の
一
種
の
必
要
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
し
て
、
判
例
で
発

展
し
て
き
た
理
論
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
競
争
促
進
的
な
行
為
と
反
競
争
的
な
行
為
と
の
区
別
は
容
易
で
は
な
い
。
支
配
的
事
業
者
も
自
己

の
経
済
的
利
益
を
追
求
す
る
権
利
は
当
然
認
め
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
競
争
に
お
い
て
攻
勢
を
受
け
る
場
合
に
は
、
競
争
促
進
的
と
い

う
意
味
で
通
常
の
競
争
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
合
理
的
な
措
置

を
と
る
。
か
か
る
競
争
促
進
的
な
行
為
と
反
競
争
的
な
行
為
の
区
別
は
、
八
二
条
の
基
本
的
な
課
題
で
あ
る
も
の
の
、
競
争
の
保
護
と
濫

用
行
為
の
違
法
性
判
断
基
準
と
の
関
係
、
正
当
化
事
由
の
理
解
、
ひ
い
て
は
消
費
者
の
保
護
の
意
味
内
容
の
理
解
の
相
違
か
ら
、
必
ず
し

も
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
委
員
会
に
よ
る
Ｄ
Ｐ
（
３
）
の
公
表
を
契
機
に
、
近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
濫
用
行
為
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
で

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）

２９－２－１９１（香法２００９）

六
三

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



あ
る
。

Ｄ
Ｐ
は
、
排
除
行
為
の
分
析
に
際
し
て
の
八
二
条
の
実
質
的
目
的
と
し
て
、
消
費
者
厚
生
を
高
め
か
つ
資
源
の
効
率
的
な
配
分
を
確
保

す
る
手
段
と
し
て
市
場
に
お
け
る
競
争
を
保
護
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
資
源
の
効
率
的
配
分
と
結
び
つ
い
た
消
費
者
厚
生
を
捉
え
て
い

る
。
伝
統
的
な
見
方
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
消
費
者
保
護
は
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
侵
害
と
結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
て
き
て
い
る
。

消
費
者
厚
生
の
向
上
は
、
独
禁
法
制
の
唯
一
の
目
標
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
消
費
者
保
護
が
、
独

占
禁
止
立
法
の
一
般
的
な
目
的
で
あ
る
こ
と
は
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
。
他
方
で
、
公
正
な
競
争
及
び
競
争
者
の
競
争
自
由
の
確
保
が
、

立
法
目
的
と
し
て
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、
排
除
行
為
に
よ
る
消
費
者
へ
の
究
極
的
効
果
は
、
競
争
者
の
排
除
及
び
市
場
に
お
け
る

競
争
プ
ロ
セ
ス
の
減
殺
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
さ
れ
、
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
本
質
は
、
競
争
者
が
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
き
て

い
る
。
八
二
条
の
原
則
は
、
消
費
者
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、
競
争
的
な
市
場
構
造
と
市
場
参
加
者
の
経
済
的
自
由
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
集
合
的
な
社
会
的
効
用
と
い
う
意
味
で
の
効
率
性
の
促
進
は
、
消
費
者
余
剰
の
増
大
に
関
連
す
る

別
の
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
市
場
の
競
争
レ
ベ
ル
を
減
殺
す
る
行
為
が
、
当
該
行
為
者
の
効
率
性
を
高
め
る
場
合
、
消
費
者
へ

の
メ
リ
ッ
ト
の
転
嫁
が
な
け
れ
ば
、
八
二
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
が
、
効
率
性
上
昇
に
対
す
る
支
配
力
の
増
大
と
い
う

侵
害
効
果
を
比
較
考
慮
す
る
際
、
経
済
理
論
に
基
づ
い
て
も
競
争
構
造
及
び
消
費
者
へ
の
制
限
効
果
の
一
義
的
な
効
果
に
つ
い
て
の
予
測

は
容
易
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
（
４
）
。

Ｄ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
行
為
の
性
格
を
表
す
お
そ
れ
の
理
論
付
け
で
は
な
く
、
当
該
行
為
が
、
仮
定
的
に
か
つ
同
等
に
効
率
的
ラ
イ

バ
ル
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
、
濫
用
的
排
除
行
為
が
評
価
さ
れ
る
（
５
）
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
関
し
て
は
、

様
々
な
反
論
が
あ
る
。
同
程
度
効
率
的
な
事
業
者
を
排
除
し
な
い
行
為
も
濫
用
と
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
争
法
は

同
程
度
効
率
的
で
は
な
い
が
合
理
的
に
効
率
的
で
あ
る
事
業
者
の
存
在
を
考
慮
し
な
い
の
か
ど
う
か
、
新
規
参
入
者
に
関
し
て
は
当
初
は

六
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非
効
率
的
で
あ
っ
て
も
同
程
度
効
率
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
よ
り
効
率
的
で
な
い
事
業
者
も
支
配
的
事
業
者
に
対
す
る
圧
力
を

行
使
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
適
用
例
で
見
ら
れ
な
い
理
論
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。

次
に
最
近
の
排
除
行
為
の
具
体
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
濫
用
行
為
の
違
法
性
判
断
基
準
の
展
開
を
考
察
す
る
。

�

排
除
行
為
の
分
析

�

British
A
irw
ays （７

）
ケ
ー
ス

本
件
で
は
、
市
場
支
配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者
に
よ
る
リ
ベ
ー
ト
が
濫
用
行
為
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
当
該
判
決
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
委
員
会
が
八
二
条
の
改
革
過
程
に
あ
る
興
味
深
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
委
員
会
の
リ
フ
ォ

ー
ム
に
即
し
た
判
断
を
す
る
の
か
否
か
が
注
目
さ
れ
た
判
断
で
あ
っ
た
。
結
論
と
し
て
、
裁
判
所
の
判
断
は
委
員
会
の
改
革
方
向
と
一
致

し
た
方
向
に
あ
る
と
言
い
難
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

British
A
irw
ays

（
以
下
、
Ｂ
Ａ
と
い
う
。）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
所
在
す
る
旅
行
代
理
店
と
契
約
を
締
結
し
、
当
該
契
約
に
よ
れ
ば
、

代
理
店
は
、
Ｂ
Ａ
の
航
空
券
販
売
の
仲
介
基
本
手
数
料
及
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
三
つ
の
条
項
に
基
づ
き
、
追
加
し
て
現
金
に
よ

る
報
奨
金
が
得
ら
れ
る
。
第
一
の
条
項
に
よ
れ
ば
、
現
金
の
報
奨
金
は
Ｂ
Ａ
航
空
券
の
年
間
売
上
げ
が
五
〇
万
Ｇ
Ｂ
Ｐ
を
超
え
る
代
理
店

に
供
与
さ
れ
る
。
報
奨
金
の
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
た
代
理
店
の
売
上
増
加
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
る
。
第
二
の
条
項
は
、
旅
行
代
理
店

と
包
括
的
に
締
結
さ
れ
、
世
界
で
の
Ｂ
Ａ
の
売
上
シ
ェ
ア
の
上
昇
に
関
し
て
、
追
加
手
数
料
が
旅
行
代
理
店
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
。
第
三
の
条
項
は
、
基
本
手
数
料
の
減
少
に
関
係
す
る
が
、
当
初
の
金
額
に
対
し
て
基
本
手
数
料
が
上
昇
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
伴

う
。
手
数
料
の
変
動
的
要
素
は
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
代
理
店
の
前
月
に
対
す
る
売
上
の
増
加
に
依
拠
す
る
。

委
員
会
の
決
定
（
８
）
は
、
当
該
手
数
料
の
支
払
い
は
、
濫
用
に
当
た
る
差
別
的
価
格
設
定
で
あ
り
、
禁
止
さ
れ
る
排
除
効
果
を
伴
う
事
実
上

の
排
他
的
な
購
入
契
約
と
し
た
。
旅
行
会
社
間
の
競
争
を
阻
害
し
、
競
争
可
能
な
航
空
会
社
が
旅
行
会
社
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
か
ら
排
除
さ

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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れ
る
と
す
る
。

八
二
条
ｃ
号
は
、
他
の
取
引
相
手
と
の
同
等
の
取
引
に
つ
い
て
異
な
る
条
件
の
適
用
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
相
手
方

を
競
争
上
不
利
に
す
る
こ
と
を
捉
え
、
本
件
で
問
題
に
な
っ
た
リ
ベ
ー
ト
が
こ
れ
に
当
た
る
（
９
）
。
買
手
が
、
規
定
さ
れ
た
販
売
目
標
を
一
定

の
期
間
内
に
達
成
す
る
場
合
に
の
み
、
値
引
き
が
供
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
で
は
、
当
該
リ
ベ
ー
ト
の
持
つ
具
体
的
市
場

効
果
の
立
証
の
要
否
が
主
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

裁
判
所
は
、
市
場
支
配
的
事
業
者
に
よ
る
リ
ベ
ー
ト
の
供
与
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
ま
ず
、
そ
れ
が
排
除
効
果
を
持
つ
場
合
で
あ
る

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
リ
ベ
ー
ト
が
支
配
的
事
業
者
の
競
争
者
の
市
場
参
入
及
び
契
約
相
手
方
の
取
引
相
手
選
択
を
困
難
な
い
し
は

不
可
能
に
す
る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
客
観
的
か
つ
経
済
的
な
正
当
化
事
由
が
存
在
し
な
い
場
合
と
す
る
。

そ
し
て
、
リ
ベ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
消
費
者
へ
の
具
体
的
損
害
の
発
生
を
認
定
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
リ
ベ
ー
ト
が
排
除
効
果
を
持
つ
三
つ
の
場
合
を
挙
げ
検
討
す
る
。
第
一
の
場
合
は
、
販
売
目
標
が
個
別
に
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
の
場
合
は
、
当
該
製
品
の
販
売
目
標
を
超
え
た
売
上
に

基
づ
く
の
で
は
な
く
、
リ
ベ
ー
ト
が
遡
及
的
に
そ
れ
ま
で
の
取
引
量
等
の
全
体
に
つ
い
て
供
与
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
リ
ベ
ー

ト
を
供
与
す
る
事
業
者
が
、
競
争
者
よ
り
実
質
的
に
高
い
市
場
シ
ェ
ア
を
持
つ
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。
支
配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者
の
取

引
相
手
方
を
引
き
寄
せ
、
な
い
し
は
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
こ
か
ら
十
分
な
注
文
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
競
争
者
は
、
明
ら
か
に
高
い
リ

ベ
ー
ト
を
供
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
件
で
は
、
競
争
者
で
あ
る
他
の
航
空
会
社
は
、
Ｂ
Ａ
と
同
程
度
の
リ
ベ
ー
ト
規
定

を
導
入
す
る
十
分
な
財
政
基
盤
を
イ
ギ
リ
ス
で
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
Ｂ
Ａ
と
同
様
な
利
益
を
代
理
店
に
供
与
す
る
状
態

に
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
当
該
リ
ベ
ー
ト
は
、
忠
誠
度
を
高
め
る
効
果
を
持
ち
結
果
的
に
は
排
除
効
果
を
示
す
と
す
る
。

第
二
の
点
で
あ
る
客
観
的
か
つ
経
済
的
正
当
化
事
由
の
検
討
に
際
し
て
は
、
排
除
効
果
が
効
率
的
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
か
、

六
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な
い
し
は
消
費
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
て
効
率
性
が
上
回
る
か
を
検
討
す
べ
き
と
す
る
。
そ
し
て
、
排
除
効
果
は
競
争
及
び
消
費
者
メ

リ
ッ
ト
と
も
関
係
せ
ず
、
か
か
る
メ
リ
ッ
ト
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
る
と
し
て
、
濫
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
Ｂ
Ａ
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旅
行
代
理
店
は
著
し
い
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
、
手
数
料
支
払
い
の
増
加
と

い
う
形
態
で
削
減
が
実
現
す
る
と
い
う
Ｂ
Ａ
の
主
張
は
、
追
加
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
が
利
益
を
生
む
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
、
第
一
審
裁
判

所
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
（
１０
）
。

最
終
的
に
、
裁
判
所
は
八
二
条
ｃ
号
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
の
は
、
市
場
支
配
的
事
業
者
の
行
動
が
差
別
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
競

争
関
係
を
歪
曲
す
る
、
す
な
わ
ち
、
当
該
事
業
者
の
取
引
相
手
の
一
部
の
競
争
地
位
の
侵
害
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ａ
か
ら
手
数
料
が
多
く
支
払
わ
れ
る
旅
行
代
理
店
が
、
Ｂ
Ａ
か
ら
よ
り
少
な
い
手
数
料
が
支
払
わ
れ
る
代
理
店
と
の

関
係
で
、
川
下
市
場
に
お
い
て
競
争
上
有
利
に
あ
る
こ
と
は
、
単
に
仮
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
事
実
と
し
て
立
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
、
Ｂ
Ａ
は
裁
判
に
お
い
て
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
、
取
引
相
手
側
に
お
け
る
差
別
は
、
事
実
関
係
を
包
括
的
に
考
慮

し
て
取
引
相
手
間
の
競
争
関
係
阻
害
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
濫
用
に
当
た
り
、
そ
の
場
合
、
個
別
の
取
引
相
手
の
競
争
地
位
が
事
実

上
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
量
的
な
立
証
を
補
足
的
に
必
要
と
し
な
い
と
す
る
。

従
来
か
ら
、
市
場
支
配
的
事
業
者
に
よ
る
リ
ベ
ー
ト
が
禁
止
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
Ｄ
Ｐ
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
１１
）
で
も
こ

の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
本
判
決
の
リ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
の
一
般
的
考
え
方
は
、
委
員
会
の
改
革
の
方
向
と
相
違
す
る
訳
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
販
売
目
標
を
超
え
た
場
合
に
遡
及
的
に
取
引
量
全
体
に
対
し
て
リ
ベ
ー
ト
が
供
与
さ
れ
る
場
合
、
市
場
閉
鎖
効
果
は
特
に
蓋

然
性
が
高
く
、
販
売
目
標
が
市
場
支
配
的
事
業
者
と
の
こ
れ
ま
で
の
取
引
量
を
超
え
る
場
合
、
吸
引
効
果
が
生
じ
、
競
争
者
か
ら
購
入
す

る
代
わ
り
に
当
該
事
業
者
か
ら
予
定
よ
り
多
く
購
入
す
る
こ
と
に
連
な
る
。
こ
の
効
果
は
、
販
売
目
標
が
個
別
に
形
成
さ
れ
る
場
合
に
、

よ
り
強
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｐ
の
「
よ
り
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、
む
し
ろ
、
効
果
を
指
向
す
る
点
で
あ
り
、
行
為
の
形
態
で

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）

２９－２－１９５（香法２００９）

六
七

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



は
な
く
、
競
争
へ
の
効
果
を
決
定
的
要
因
と
し
て
、
具
体
的
な
事
例
で
リ
ベ
ー
ト
に
よ
っ
て
競
争
者
が
市
場
か
ら
ど
の
程
度
排
除
さ
れ
る

か
と
い
う
効
果
的
テ
ス
ト
の
導
入
を
試
み
て
い
る
（
１２
）
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
リ
ベ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
顧
客
の
一
部
の
需
要
へ
の
供
給
を
困

難
に
す
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
競
争
者
の
市
場
参
入
又
は
拡
大
が
妨
害
さ
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
委
員
会

は
、
顧
客
が
そ
の
需
要
を
支
配
的
事
業
者
か
ら
乗
り
換
え
る
と
す
れ
ば
、
条
件
リ
ベ
ー
ト
の
ロ
ス
を
顧
客
に
補
償
す
る
た
め
、
ど
れ
だ
け

の
価
値
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
か
を
考
慮
す
る
（
１３
）
。
本
判
決
に
お
い
て
も
、
排
除
効
果
と
効
率
性
の
衡
量
が
見
ら
れ
る
が
、
形
式
的
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１４
）
。
一
定
の
吸
引
効
果
を
認
め
る
の
み
で
、
リ
ベ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
競
争
者
に
お
い
て
、
当
該
需
要
を
め
ぐ
る
競
争

を
困
難
と
す
る
か
否
か
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
（
１５
）
。
ま
た
、
他
の
航
空
会
社
も
類
似
の
リ
ベ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、
Ｂ

Ａ
の
シ
ェ
ア
が
当
該
期
間
に
お
い
て
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
判
決
で
は
、
当
該
リ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
は
、

忠
誠
効
果
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
排
除
効
果
が
示
さ
れ
、
か
つ
経
済
的
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

本
判
決
は
、
本
件
リ
ベ
ー
ト
が
忠
誠
効
果
を
持
つ
点
を
強
調
す
る
。
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
個
別
の
取
引
相
手
方
の
競
争
地
位
の
悪
化
の

具
体
的
数
量
的
な
立
証
は
必
要
が
な
い
と
さ
れ
、
リ
ベ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
反
競
争
的
効
果
が
抽
象
的
一
般
的
に
立
証
さ
れ
る
こ
と
で
十
分

と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
委
員
会
が
リ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
求
め
る
価
格
と
コ
ス
ト
の
分
析
は
必
要
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
競
争
対
抗
価
格

と
の
関
係
で
の
客
観
的
正
当
性
は
こ
こ
で
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
（
１６
）
。

�

D
uales

System
D
eutschland

ケ
ー
ス
（
１７
）

二
〇
〇
七
年
、
第
一
審
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
のD

erG
rüne

Punkt
の
容
器
包
装
の
回
収
と
再
生
ス
キ
ー
ム
を
八
一
及
び
八
二
条
の
適

用
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
、
委
員
会
の
決
定
を
支
持
し
た
。
ド
イ
ツ
の
容
器
包
装
令
は
、
回
収
方
法
と
し
て
自
己
処
理
シ
ス
テ
ム
と
適
用

除
外
シ
ス
テ
ム
を
定
め
て
い
る
。D

uales
System

D
eutschland

G
m
bH

（
以
下
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
）
は
、
ド
イ
ツ
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

唯
一
の
適
用
除
外
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｄ
と
製
造
業
者
お
よ
び
流
通
業
者
はD

erG
rüne

Punkt

の
マ
ー
ク
に
関
す
る
商
標
契
約
を

六
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締
結
し
、
当
該
マ
ー
ク
が
付
け
ら
れ
た
全
て
の
容
器
包
装
に
関
し
て
Ｄ
Ｓ
Ｄ
に
料
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。
二
〇
〇
一
年
委
員
会
の
決

定
は
、
マ
ー
ク
を
利
用
す
る
製
造
業
者
と
販
売
業
者
が
、
実
際
に
は
Ｄ
Ｓ
Ｄ
で
は
な
く
競
争
者
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た
量
と
は
関
係

な
く
、
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
容
器
包
装
の
量
に
基
づ
き
課
金
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
濫
用
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
事
業
者
が
、
容
器
包

装
の
回
収
に
つ
い
て
、
部
分
的
に
Ｄ
Ｓ
Ｄ
の
競
争
者
を
利
用
し
た
い
場
合
、
実
際
に
は
二
重
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
委
員
会
は
こ
れ
を

濫
用
と
捉
え
、
そ
の
課
金
ス
キ
ー
ム
の
変
更
を
命
じ
た
が
、
制
裁
金
は
課
さ
れ
な
か
っ
た
。
委
員
会
は
、
自
己
処
理
シ
ス
テ
ム
及
び
複
数

の
適
用
除
外
シ
ス
テ
ム
を
同
時
に
利
用
で
き
る
混
合
シ
ス
テ
ム
を
解
決
策
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

委
員
会
の
決
定
を
支
持
し
た
裁
判
所
の
判
決
は
、
濫
用
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
無
い
と
こ
ろ
で
の
搾
取
的
課
金
、
及
び
製
造
業
者
及

び
販
売
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
需
要
の
一
部
分
を
Ｄ
Ｓ
Ｄ
の
競
争
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
状
況
の
出
現
に
あ
る
と

し
て
い
る
。
支
配
的
事
業
者
が
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
に
対
し
て
不
当
な
価
格
を
課
す
場
合
に
は
八
二
条
ａ
号
に
該
当
す
る
と
し
て
い

る
。こ

れ
に
対
す
る
Ｄ
Ｓ
Ｄ
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
と
競
合
す
る
他
の
シ
ス
テ
ム
の
表
示
と
Ｄ
Ｓ

Ｄ
マ
ー
ク
を
一
緒
に
表
示
で
き
な
い
と
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
容
器
包
装
に
一
つ
の
マ
ー
ク
の
み
を
付
け
る
こ
と
は
容
器
包
装
令
に
よ
っ

て
要
求
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
マ
ー
ク
の
機
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
と
す
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｄ
が
主
張
す
る
選
択

的
な
商
標
表
示
の
方
法
は
、
委
員
会
の
提
示
す
る
解
決
方
法
よ
り
、
製
造
業
者
と
流
通
業
者
に
と
っ
て
よ
り
困
難
で
か
つ
多
く
の
費
用
を

必
要
と
し
、
代
替
的
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
他
の
回
収
シ
ス
テ
ム
な
い
し
は
自
己
回
収
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
一
定
の
容
器
包
装
量
に
関
す
る
容
器
包
装
令
の
義
務
を
充
足
す
る
た
め
の
委
員
会
が
示
し
た
手
法
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
に
何
ら
不
均

衡
な
負
担
を
意
味
し
な
い
、
と
い
う
の
は
、
全
て
の
シ
ス
テ
ム
に
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｄ
の
包
括
的
な
料
金
シ
ス
テ
ム
が
競
争
者
の
利
用
量
と
無
関
係
に
利
用
者
に
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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利
用
者
に
Ｄ
Ｓ
Ｄ
の
競
争
者
の
代
替
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
断
念
さ
せ
る
と
い
う
、
二
つ
の
要
素
に
基
づ
き
濫
用
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
搾

取
的
濫
用
の
要
素
を
主
眼
に
し
な
が
ら
、
競
争
者
に
対
す
る
影
響
を
付
加
的
に
問
題
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
競
争
者
に
対
す
る
排

除
効
果
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
分
析
は
な
い
。

�

Soda
Club

ケ
ー
ス
（
１８
）

Soda
Club

（
以
下
、
Ｓ
と
い
う
。）は
、
家
庭
で
水
道
水
を
炭
素
化
す
る
キ
ッ
ト
を
生
産
販
売
し
て
お
り
、
こ
の
キ
ッ
ト
に
は
、
機
具
、

空
の
ボ
ト
ル
と
二
酸
化
炭
素
で
一
杯
に
な
っ
た
ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
が
含
ま
れ
、
シ
リ
ン
ダ
ー
は
空
に
な
れ
ば
レ
フ
ィ
ル
又
は
交
換
が
必
要

で
あ
る
。
Ｓ
は
、
キ
ッ
ト
と
レ
フ
ィ
ル
シ
リ
ン
ダ
ー
を
、
小
売
店
を
通
し
て
販
売
し
て
お
り
、
近
年
、
当
該
炭
素
化
キ
ッ
ト
よ
り
、
む
し

ろ
シ
リ
ン
ダ
ー
の
レ
フ
ィ
ル
か
ら
多
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
Ｓ
は
、
キ
ッ
ト
市
場
で
強
力
な
地
位
を
持
ち
、
バ
ン
ド
リ
ン
グ
な
ど
を

通
し
て
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
市
場
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
獲
得
し
て
い
る
。
第
一
に
、
Ｓ
は
、
小
売
店
に
厳
格
な
条
件
で
も
っ
て
、
排
他
的
拘
束

を
課
し
、
例
え
ば
、
顧
客
が
レ
フ
ィ
ル
を
購
入
に
来
た
場
合
、
小
売
店
は
、
競
争
者
の
シ
リ
ン
ダ
ー
か
ら
Ｓ
の
シ
リ
ン
ダ
ー
に
交
換
す
る

義
務
が
あ
る
。
第
二
に
、
Ｓ
は
、
シ
リ
ン
ダ
ー
を
顧
客
に
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
顧
客
に
単
に
シ
リ
ン
ダ
ー
を
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
を

要
求
す
る
「
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
レ
フ
ィ
ル
用
の
ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
所
有
権
を
主
張
す
る
。
競
争
者
の
シ
リ
ン
ダ
ー
と

の
交
換
と
組
み
合
わ
せ
て
、
こ
の
手
段
は
顧
客
を
Ｓ
の
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
引
き
寄
せ
た
。
第
三
に
、
Ｓ
の
同
意
の
な
い
レ
フ
ィ
ル
を

監
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
功
を
奏
し
、
Ｓ
は
現
在
、
家
庭
用
の
水
道
水
炭
素
化
キ
ッ
ト
の
二
酸
化
炭
素
シ
リ
ン
ダ

ー
の
主
導
的
レ
フ
ィ
ル
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
市
場
の
画
定
に
つ
い
て
、
高
裁
で
は
、
濫
用
ケ
ー
ス
の
市
場
画
定
は
他
の
ケ
ー
ス
と
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
市

場
は
、
濫
用
行
為
の
禁
止
と
い
う
目
的
に
向
け
て
画
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
で
は
、
Ｓ
の
活
動
に
関
し
て
、
炭
素
キ
ッ
ト
の

市
場
と
シ
リ
ン
ダ
ー
の
レ
フ
ィ
ル
市
場
と
い
う
二
つ
の
市
場
が
画
定
さ
れ
た
。
Ｓ
は
、
後
者
の
市
場
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
り
、
レ
フ
ィ

七
〇
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ル
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
で
、
七
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
。

最
高
裁
は
、
商
品
市
場
を
炭
素
化
キ
ッ
ト
の
利
用
の
た
め
の
ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
レ
フ
ィ
ル
と
画
定
し
た
。
シ
リ
ン
ダ
ー
の
長
期
利
用

を
前
提
と
す
る
シ
ス
テ
ム
の
選
択
を
通
し
て
、
特
殊
な
需
要
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
、
一
定
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

顧
客
の
判
断
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
飲
み
切
り
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
他
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
代
替
的
競
争
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
場
の
画
定
に
関
し
て
は
、SSN
IP

テ
ス
ト
は
、
モ
デ
ル
理
論
と
し
て
理
解
し
う
る
も
の
の
、
決
定
的
基

準
と
は
さ
れ
ず
、
濫
用
行
為
の
検
討
に
際
し
て
は
、
出
発
点
と
な
る
価
格
が
競
争
価
格
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
は
な
い
た
め
、
説
得
的
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。

濫
用
行
為
に
つ
い
て
は
、
所
有
の
要
求
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
カ
ル
テ
ル
庁
及
び
高
裁
判
決
で
は
、
Ｓ
が
、
実
際
に
消
費
者
に

手
渡
さ
れ
た
シ
リ
ン
ダ
ー
の
所
有
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
い
て
辛
辣
な
疑
問
を
表
明
し
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
き
消
費
者
が
所
有
権

を
得
る
と
す
る
。高
裁
判
決
で
は
、
シ
リ
ン
ダ
ー
の
所
有
は
関
連
市
場
に
お
け
る
競
争
を
制
限
、
歪
曲
す
る
手
段
と
認
め
て
い
る
。Ｓ
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
消
費
者
と
の
真
の
賃
借
関
係
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
使
用
料
を
継
続
的
に
受
け
取
り
、
そ
の
後

レ
ン
タ
ル
商
品
が
返
還
さ
れ
る
と
い
う
、
一
般
的
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
Ｓ
に
と
っ
て
何
ら
意
味
が
な
い
と
さ
れ
る
。

最
高
裁
判
決
で
は
、
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
競
争
制
限
的
動
機
付
け
の
み
か
ら
説
明
さ
れ
る
販
売
シ
ス
テ
ム
形
成
と
す
る
点
に
関
し
て

は
若
干
慎
重
で
あ
る
が
、
Ｓ
に
拘
束
さ
れ
る
販
売
店
が
、
契
約
に
基
づ
き
、
シ
リ
ン
ダ
ー
の
レ
フ
ィ
ル
に
関
し
て
競
争
者
か
ら
Ｓ
に
乗
換

え
る
と
い
う
点
を
問
題
に
す
る
。
Ｓ
が
、
顧
客
及
び
競
争
者
に
対
し
て
レ
フ
ィ
ル
に
関
す
る
排
他
的
権
利
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
シ
リ
ン
ダ
ー
の
所
有
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
濫
用
に
該
当
す
る
。
競
争
者
に
コ
ス
ト
負
担
を
課
し
、
よ
り
多
く
Ｓ
の
シ
リ
ン
ダ
ー
が

流
通
し
、
他
の
レ
フ
ィ
ル
事
業
者
が
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
る
効
果
を
持
つ
と
し
て
い
る
。

本
件
で
は
、
第
一
に
市
場
の
画
定
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
高
裁
及
び
最
高
裁
も
、
競
争
制
限
防
止
法
に
お
け
る
統
一
的
な
市
場
画
定

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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を
前
提
と
せ
ず
、
企
業
集
中
規
制
に
お
け
る
考
え
方
を
そ
の
ま
ま
濫
用
規
制
に
用
い
る
必
要
は
な
い
と
し
て
、
消
費
者
の
特
殊
な
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
需
要
、
長
期
的
利
用
を
前
提
に
市
場
は
狭
く
画
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
濫
用
規
制
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
ド
イ
ツ
法
が
基
礎
と
す
る
競
争
プ
ロ
セ
ス
を
保
護
目
的
と
し
、
競
争
者
の
行
動
の
自
由

と
い
う
観
点
が
依
然
と
し
て
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
（
１９
）
。
最
高
裁
が
、
当
該
行
為
の
消
費
者
へ

の
影
響
の
み
を
基
準
と
し
て
い
れ
ば
、
判
断
は
違
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
争
者
の
排
除
又
は
妨
害
が
最

終
的
に
高
価
格
の
形
成
の
よ
う
に
消
費
者
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
の
問
題
と
な
ろ
う
。
最
高
裁
は
、
こ
の
よ
う
に
競
争
プ
ロ
セ
ス

の
保
護
を
基
本
と
し
て
、
消
費
者
厚
生
の
上
昇
を
重
視
し
な
い
点
は
、British

A
irw
ays

判
決
に
お
け
る
原
則
と
共
通
す
る
（
２０
）
。

�

不
可
欠
施
設
理
論
と
濫
用
行
為

ド
イ
ツ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
不
可
欠
施
設
理
論
が
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
規
制
の
一
類
型
と
し
て
展
開
し
て
き
て
い

る
。
も
と
も
と
は
ア
メ
リ
カ
で
議
論
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
が
、
一
章
で
既
に
述
べ
た
通
り
、
ド
イ
ツ
競
争
制
限
防
止
法
は
、
第
六
次
改
正

で
導
入
さ
れ
た
一
九
条
四
項
四
号
が
、
不
可
欠
施
設
理
論
に
基
づ
い
て
お
り
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
も
具
体
的
運
用
事
例
が
で

て
き
て
い
る
。
不
可
欠
施
設
理
論
の
背
景
に
あ
る
主
な
考
え
方
は
、
複
数
の
競
争
者
に
よ
る
同
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は
イ
ン
フ
ラ
施
設

の
共
同
利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
不
可
欠
施
設
理
論
を
一
義
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
一
応
、
独
占
者
が
所

有
し
て
い
る
施
設
、
主
に
イ
ン
フ
ラ
施
設
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
競
争
者
と
共
有
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
競
争
者
は
、
川
上
な
い
し
は
川
下

市
場
に
お
い
て
競
争
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
こ
の
理
論
は
、
し
た
が
っ
て
、
近
年
進
め
ら
れ
て
き
た
規
制
緩
和

に
伴
う
市
場
開
放
に
お
け
る
競
争
秩
序
の
導
入
の
中
心
的
要
因
と
し
て
理
解
さ
れ
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
ア
ク
セ
ス
規
制
と
結
び
つ
く
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ク
セ
ス
の
規
制
と
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
と
の
緊
張
関
係
の
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ク
セ
ス
規
制
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
ベ
ル
に
お
け
る
競
争
の
導
入
に

七
二

２９－２－２００（香法２００９）

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



資
す
る
方
向
に
向
け
て
厳
格
で
あ
る
ほ
ど
、
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
に
投
資
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に

留
意
し
な
が
ら
、
従
来
独
占
的
地
位
に
あ
っ
た
事
業
者
が
依
然
と
し
て
事
実
上
の
支
配
力
を
有
す
る
こ
と
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
を
め
ぐ
る

競
争
参
入
の
前
提
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
所
有
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
の
特
殊
性
に
基
づ
き
、
競
争
法
上
の
規
制
及
び
業
法
に
よ
る

規
制
を
組
み
合
わ
せ
た
複
雑
な
規
制
体
系
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
競
争
法
と
の
関
係
で
検
討
を
進
め
る
。

こ
の
不
可
欠
施
設
理
論
に
基
づ
き
、
基
本
的
に
は
、
市
場
参
入
制
限
が
問
題
と
な
る
。
自
由
化
を
前
提
と
す
る
市
場
に
お
い
て
、
ア
ク

セ
ス
の
条
件
は
、
原
則
と
し
て
当
事
者
の
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
原
則
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
所
有
者
の
市
場
支
配
的
地
位
に

基
づ
い
て
、
一
定
の
ア
ク
セ
ス
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
義
務
が
市
場
支
配
的
地
位
を
明
ら
か
に
基
準
に
し
て

い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
の
所
有
者
は
、
関
連
市
場
を
意
味
す
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
施
設
の
所
有
者
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、

原
則
と
し
て
市
場
支
配
的
地
位
の
所
有
者
と
捉
え
ら
れ
る
。
ア
ク
セ
ス
規
制
は
、
市
場
支
配
的
地
位
が
二
次
市
場
（
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
サ

ー
ビ
ス
）
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
所
有
者
と
し
て
の
地
位
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
。

す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
所
有
者
と
し
て
の
地
位
に
基
づ
き
、
こ
の
地
位
が
二
次
市
場
に
移
行
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
ア

ク
セ
ス
に
係
る
市
場
の
市
場
支
配
的
地
位
を
問
題
視
す
る
規
制
で
あ
る
。
こ
の
理
論
の
内
容
は
以
下
の
点
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

�

施
設
に
つ
い
て

第
一
に
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
お
い
て
は
、
主
に
、
従
来
自
然
独
占
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
、
電
力
供
給
、
鉄
道

及
び
電
気
通
信
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
典
型
的
な
不
可
欠
施
設
の
例
示
で
あ
り
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
伴

う
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
た
は
イ
ン
フ
ラ
に
対
応
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
強
制
ラ
イ

セ
ン
ス
に
関
し
て
、
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
四
項
一
号
の
問
題
と
し
て
判
断
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

Standard-Spundfass （２１
）
ケ
ー
ス
で
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
禁
止
を
根
拠
に
し
て
、
競
争
制
限
防
止
法
上
の
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
を

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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求
め
る
こ
と
は
、
特
許
法
二
四
条
で
認
め
ら
れ
て
い
る
特
許
裁
判
所
に
よ
る
強
制
ラ
イ
セ
ン
ス
付
与
の
権
限
に
よ
っ
て
排
さ
れ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
制
度
は
、
異
な
る
立
法
目
的
に
機
能
し
、
異
な
る
要
件
を
前
提
と
す
る
。
特
許
法
上
、
公
的
な

利
益
の
観
点
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
の
供
与
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
競
争
制
限
防
止
法
上
の
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
の
問
題
は
、
市
場
支

配
的
地
位
の
濫
用
禁
止
の
実
施
に
機
能
す
る
。

本
件
で
は
、
化
学
工
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
液
体
に
使
用
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
Ｌ－

リ
ン
グ
樽
の
生
産
に
関
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
の
要
求

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
特
許
権
者
は
、
工
業
用
樽
を
生
産
し
、
一
定
の
樽
の
種
類
（
Ｌ－

リ
ン
グ
樽
）
に
つ
い
て
特
許
を
保
有
し
て
い

る
。
当
該
特
許
に
よ
る
樽
の
み
が
、
一
定
の
規
格
又
は
規
格
上
の
統
一
的
な
基
準
値
（
Ｖ
Ｃ
Ｉ
枠
組
条
件
）
を
充
足
し
う
る
。
当
該
規
格

に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
て
い
な
い
工
業
用
栓
付
樽
は
、
実
際
上
非
売
品
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
全
て
の
特
許
権
法
に
基
づ
く
排
他
的
権
利

が
、
製
品
市
場
の
川
上
市
場
に
お
け
る
支
配
形
成
に
連
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
、
決
定
的
基
準
と
な
る
の
は
、
特
許
の
利
用
が
、
期
待

さ
れ
る
目
的
の
た
め
に
、
樽
に
関
す
る
他
の
技
術
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
販
売
に
必
要
な
規
格
の
充
足

が
、
ま
さ
に
特
許
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
本
件
で
は
、
特
許
権
者
が
川
上
市
場
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
Ｖ
Ｃ
Ｉ
枠
組
み
条
件
に
よ
っ
て
特
許
製
品
で
あ
る
樽
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
下
流
の
生
産
市
場
に
お
け
る
活
動
は
、

ラ
イ
セ
ン
ス
を
通
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

最
高
裁
は
、
基
本
的
に
、
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
に
際
す
る
相
手
方
の
異
な
る
扱
い
は
、
権
利
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
法
的

地
位
は
、
市
場
支
配
事
業
者
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
し
つ
つ
、
異
な
る
取
扱
い
が
競
争
の
自
由
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と

は
妥
当
し
な
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
特
許
権
者
の
市
場
支
配
的
地
位
が
、
発
明
を
基
礎
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
産
業

規
格
、
規
格
類
似
の
枠
組
み
条
件
に
基
づ
く
川
下
市
場
へ
の
参
入
制
限
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
の
水
準
を
上
回
る
た
め
に
は
特
許
に
依
拠

す
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
利
用
し
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
お
い
て
、
競
争
の
自
由
に
向
け
ら
れ
た
法
目
的
に
反
す
る
よ
う
な

七
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基
準
に
従
っ
て
制
限
す
る
場
合
に
、
市
場
支
配
事
業
者
に
よ
る
差
別
禁
止
が
認
定
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
規
格
は
、
特
許

で
保
護
さ
れ
る
解
法
が
競
合
す
る
様
々
な
技
術
的
解
法
の
中
で
真
価
を
示
す
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
許
権
者
が
規
格
に
関

与
し
て
い
る
か
、
主
導
し
て
い
る
か
、
又
は
同
意
し
て
い
る
か
は
重
要
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
有
利
に
な
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と

す
る
。

本
判
決
は
、
事
実
関
係
の
認
定
を
高
裁
に
差
し
戻
し
て
い
る
が
、
規
格
に
裏
付
け
ら
れ
た
特
許
製
品
の
実
施
許
諾
の
拒
絶
は
、
市
場
支

配
的
事
業
者
の
濫
用
行
為
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

�

不
可
欠
性
の
議
論

第
二
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は
他
の
施
設
の
共
同
利
用
は
、
川
上
又
は
川
下
市
場
で
当
該
市
場
の
競
争
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
た
め
に
、
請
求
者
に
と
っ
て
不
可
欠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
不
可
欠
性
に
つ
い
て
は
、
施
設
を
二
重
に
作
る
こ
と
の
経

済
的
、
技
術
的
、
な
い
し
は
法
的
に
期
待
不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。O

scarBronner

ケ
ー
ス
（
２２
）
で
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
新
聞
の
戸
別
配
達
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
不
可
欠
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
該
判
決
に
よ
れ

ば
、
事
業
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
の
不
可
欠
性
は
、
サ
ー
ビ
ス
自
体
が
戸
別
配
達
体
制
に
つ
い
て
の
現
実
又
は
潜
在
的
な
代
替
が
な
い
と

い
う
程
度
を
前
提
と
し
、
二
重
に
作
る
こ
と
の
経
済
的
、
技
術
的
非
効
率
性
で
は
不
十
分
と
さ
れ
る
。

�

正
当
化
事
由

ア
ク
セ
ス
規
制
に
つ
い
て
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
要
求
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
合
法
的
な
ア
ク
セ
ス
拒
絶
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
そ
の
正

当
化
事
由
の
評
価
で
あ
る
。
有
効
か
つ
歪
み
の
な
い
競
争
の
目
的
に
は
、
原
則
と
し
て
、
拒
絶
理
由
の
正
当
性
は
限
定
的
に
解
釈
さ
れ

る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
法
に
関
し
て
、
不
可
欠
施
設
理
論
を
問
題
と
す
る
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
四
項
に
お
け
る
不
当
性
は
、
他
の
規
定

に
お
け
る
「
不
当
性
」
と
は
異
な
っ
て
理
解
さ
れ
、
認
め
ら
れ
る
範
囲
は
狭
い
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
施
設
所
有
者
の
不
可
欠
施
設
を

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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排
他
的
に
利
用
す
る
こ
と
の
一
般
的
な
経
済
的
利
益
に
よ
っ
て
、
ア
ク
セ
ス
拒
絶
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
（
２３
）
。
能
力
不

足
に
基
づ
く
事
由
は
、
一
般
的
に
正
当
化
事
由
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
技
術
的
な
阻
害
の
差
し
迫
っ
た
危
険
性
等
が
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
能
力
不
足
が
イ
ン
フ
ラ
所
有
者
の
利
用
に
起
因
す
る
場
合
に
は
、
共
同
利
用
が
不
可
能
で
あ
る
と

は
さ
れ
な
い
。
自
己
の
利
用
の
低
減
・
制
限
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
施
設
の
所
有
者
が
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
の
柔
軟
な

扱
い
に
よ
っ
て
能
力
を
向
上
す
る
こ
と
が
出
来
る
状
態
に
あ
る
場
合
に
妥
当
す
る
。
ア
ク
セ
ス
要
求
が
既
存
の
能
力
の
限
界
を
越
え
る
場

合
に
は
、
配
分
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
法
に
よ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
所
有
者
の
利
用
利
益
が
優
先
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
た
、
ど
の
範
囲
で
、
相
応
す
る
能
力
の
提
供
の
た
め
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
か
は
、
明
確
で
は

な
い
（
２４
）
。

�

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス

�

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス
委
員
会
決
定
（
２５
）

委
員
会
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
（
以
下
、
Ｍ
Ｓ
と
い
う
。）
に
対
し
て
、
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
の
オ
ペ
ー
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｏ
Ｓ
と
い
う
。）
に
係
る
市
場
及
び
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
係
る
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
を
理
由
に
制
裁
金

を
課
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
決
定
の
時
点
で
違
反
行
為
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
お
り
、
委
員
会
は
、
一
二
〇
日
以
内
に
そ
の
Ｏ
Ｓ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
持
っ
て
、
競
争
者
の
製
品
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
相
互
運
用

を
可
能
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
九
〇
日
以
内
に
、
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
及
び
消
費
者
が
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
バ
ン
ド
リ

ン
グ
の
な
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
Ｏ
Ｓ
の
入
手
を
可
能
に
す
る
様
に
命
じ
た
。

委
員
会
は
、
Ｏ
Ｓ
市
場
に
お
け
る
Ｍ
Ｓ
の
市
場
シ
ェ
ア
を

九
〇
か
ら
九
五
％
と
認
定
し
て
い
る
。
こ
の
強
力
な
市
場
地
位
の
核
心

は
、
そ
れ
自
体
強
化
さ
れ
る
原
動
力
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
上
で
の
み
機

七
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能
す
る
と
い
う
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
側
の
行
動
、
可
能
な
限
り
多
く
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
備
え
た
Ｏ
Ｓ
の
利
用
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
関
心
、

そ
し
て
可
能
な
限
り
多
く
の
潜
在
的
利
用
者
を
獲
得
し
た
い
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー
の
利
益
を
出
発
点
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
鑑
み
て
、
濫
用
行
為
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
、
従
来
の
Ｏ
Ｓ
の
場
合
と
異
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
た
め

に
必
要
な
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
に
関
す
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
仕
様
の
情
報
を
競
争
者
に
提
供
し
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
明
白
に
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
問
題
で
は
な
く
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
認
識
は
対
話
可
能
な
製
品
の
開
発
に

と
っ
て
必
要
と
い
う
の
で
は
な
く
、
問
題
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
つ
い
て
の
必
要
な
情
報
で
あ
る
。
委
員
会
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
市

場
支
配
的
事
業
者
の
供
給
拒
絶
は
一
定
の
要
件
の
も
と
で
濫
用
と
な
り
、
本
件
で
は
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
マ

イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
を
含
む
競
争
者
は
、
互
換
性
の
あ
る
Ｏ
Ｓ
の
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
こ
と
を
妨
害
さ

れ
、
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
の
Ｏ
Ｓ
市
場
に
お
け
る
競
争
が
排
除
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
完
全
に
相
互
運
用
性
の
あ
る
ワ

ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
た
め
の
有
効
な
選
択
肢
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
仕
様
は
競
争
者
に
と
っ
て
不
可

欠
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
そ
の
複
雑
性
及
び
要
す
る
時
間
に
顧
慮
し
て
実
行
可
能
な
手
段
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
供
給
拒
絶
の
結
果
、
当
該
市
場
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
制
限
さ
れ
、
消
費
者
に
は
、
同

質
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
以
外
の
選
択
が
残
さ
れ
な
い
と
い
う
不
利
益
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
拒
絶
を
正
当

化
す
る
事
由
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

加
え
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
Ｏ
Ｓ
の
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
濫
用
行
為
に
当
た
る
と

さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
伴
っ
て
の
み
供
給
さ
れ
る
。こ
の
場
合
、

消
費
者
は
原
則
と
し
て
既
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
所
有
す
る
わ
け
で
あ
り
、
改
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
必
要
が

な
い
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
供
給
者
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー
は
、
原
則
と
し
て
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
技
術

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

�

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
第
一
審
裁
判
所
（
２６
）

二
〇
〇
四
年
六
月
七
日
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
欧
州
第
一
審
裁
判
所
に
委
員
会
の
決
定
の
無
効
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
の
裁
判
所
の
見
解
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
の
争
点
で
あ
る
供
給
拒
絶
と
相
互
運
用
性
に
関
す
る
情
報
利
用
・
開
示
の
正
当
性
に
関
し
て
、
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
の
み
、

知
的
財
産
権
者
に
よ
る
排
他
的
権
利
の
行
使
が
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
当
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
拒
絶
が
隣
接

市
場
に
お
け
る
特
定
の
活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
な
製
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
当
該
隣
接
市
場
に
お
け
る
有
効
な
競
争

を
排
除
す
る
こ
と
、
か
つ
、
潜
在
的
に
消
費
者
の
需
要
が
存
在
す
る
新
製
品
の
登
場
を
妨
害
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
支
配
的
事
業
者
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
の
拒
絶
は
、
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
な
い
限
り
、
八
二
条

違
反
を
構
成
す
る
。

そ
し
て
、
二
つ
の
市
場
が
以
下
の
通
り
画
定
さ
れ
る
。
第
一
に
、
事
業
者
が
供
給
を
拒
絶
す
る
製
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
、
す
な
わ

ち
著
作
権
で
保
護
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ト
コ
ル
（
情
報
）
の
よ
う
な
Ｐ
Ｃ
の
Ｏ
Ｓ
、
第
二
に
、
当
該
製
品
又
は
サ
ー
ビ
ス

が
、
他
の
製
品
の
製
造
又
は
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
利
用
さ
れ
る
隣
接
市
場
、
す
な
わ
ち
サ
ー
バ
ー
Ｏ
Ｓ
で
あ
る
。

ま
ず
、
互
換
性
の
あ
る
Ｏ
Ｓ
情
報
の
不
可
欠
性
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
委
員
会
の
見
解
を
支
持
し
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

サ
ー
バ
ー
の
Ｏ
Ｓ
と
有
効
に
競
争
す
る
た
め
に
、
競
争
者
の
Ｏ
Ｓ
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
シ
ス
テ
ム
と
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
も

と
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ド
メ
イ
ン
構
成
と
の
相
互
運
用
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

裁
判
所
の
結
論
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ド
メ
イ
ン
構
成
と
の
相
互
運
用
性
の
欠
如
は
、
競
争
者
の
Ｏ
Ｓ
が
重
要
性
を
付
加
す
る
特
性
を
消

費
者
に
提
供
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
費
者
に
対
し
て
、
競
争
者
に
先
ん
じ
て
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
Ｏ
Ｓ
の
利
用
を
促
す
こ
と

七
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に
な
り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
競
争
上
の
地
位
を
強
化
す
る
。
情
報
開
示
の
他
に
、
高
い
程
度
の
相
互
運
用
性
を
可
能
に
す
る
解
決
手
法

は
存
在
し
な
い
と
す
る
。

次
に
、
競
争
の
排
除
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
競
争
排
除
の
危
険
が
直
接
的
に
差
迫
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
既
に
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
を
そ
の
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
と
し
て
採
用
し
て
い
る
組
織
が
、
将
来
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
を
転
換
す
る
こ
と
を
思
い
と
ど

ま
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
市
場
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ

ー
の
Ｏ
Ｓ
市
場
に
お
い
て
六
〇
％
の
市
場
シ
ェ
ア
を
占
め
、
そ
の
市
場
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
等
に
基
づ
き
、
競
争
排
除
の
お
そ

れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
新
商
品
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
競
争
者
が
情
報
提
供
後
、
単
に
当
該
製
品
が
ク
ロ
ー
ン
さ
れ
る
懸
念

を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
競
争
品
が
、
競
争
者
の
独
自
の
努
力
に
基
づ
く
実
質
的
エ
レ
メ
ン
ト
を
含
む
こ
と
で
十

分
で
あ
る
と
言
及
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
二
条
ｂ
号
に
基
づ
き
、
一
般
的
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
が
技
術
上
の
発
展
を
制
限
し
、
消
費
者

の
不
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
と
す
る
。
競
合
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
相
互
運
用
性
が
欠
如
し
顧
客
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

商
品
に
拘
束
さ
れ
、
競
争
者
に
よ
る
革
新
的
製
品
の
販
売
を
妨
害
し
て
い
る
た
め
、
当
該
要
件
は
充
足
さ
れ
る
。

強
制
ラ
イ
セ
ン
ス
が
自
己
だ
け
で
な
く
競
争
者
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
イ
ン
ド
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
知
的
財
産
権
に
基
づ
く
主
張

は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
の
正
当
化
事
由
と
の
関
係
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
主
張
は
一
般
的
か
つ
理
論
的
な

強
制
ラ
イ
セ
ン
ス
の
議
論
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
さ
れ
る
。

第
二
の
争
点
と
し
て
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
問
題
が
あ
る
。
濫
用

的
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
認
定
す
る
要
件
は
、
従
来
、
第
一
に
主
た
る
商
品
と
従
た
る
商
品
が
二
つ
の
独
立
し
た
製
品
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に

当
該
事
業
者
は
、
主
た
る
商
品
市
場
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
当
該
事
業
者
は
、
顧
客
に
対
し
て
、
従
た
る
商
品
な
し
に

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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主
た
る
商
品
を
得
る
選
択
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
、
第
四
に
従
た
る
商
品
市
場
の
競
争
を
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。
委
員
会
と
裁
判
所

は
、
第
五
の
要
件
と
し
て
、
客
観
的
正
当
化
事
由
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
委
員
会
及
び
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
当
該
行
為

は
、
競
争
排
除
的
で
あ
り
、
正
当
化
さ
れ
な
い
と
す
る
。

ま
ず
、
独
立
し
た
二
つ
の
製
品
の
存
否
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
機
能
は
、
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
シ
ス
テ
ム
の
統
合
的
一
部
を
形
成
す
る
。
八
二
条
に
関
す
る
分
析
に
際
し
て
、
製
品
の
特
徴
は
、
顧
客
の
需
要
と
い
う
観
点
か
ら

判
断
さ
れ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
一
般
的
に
主
た
る
商
品
が
従
た
る
商
品
な
く
提
供
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
メ
デ
ィ
ア
機
能
の
な

い
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
に
つ
い
て
の
顧
客
需
要
の
有
無
を
基
準
と
す
る
一
方
、
他
方
で
、
委
員
会
は
、
従
た
る
商
品
に
つ
い
て
の
独
立
し
た
需

要
が
な
い
場
合
に
は
、
独
立
し
た
製
品
で
は
な
く
、
濫
用
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
な
い
と
判
断
す
る
。
裁
判
所
は
、
Ｉ
Ｔ
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
産
業
は
常
に
急
速
に
進
化
す
る
産
業
で
あ
り
、
当
初
は
独
立
し
た
製
品
が
、
徐
々
に
技
術
的
視
点
及
び
競
争
法
的
観
点
か
ら
も
、

単
一
商
品
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
当
該
製
品
の
性
質
及
び
技
術
特
性
に
基
づ
く
一
連

の
フ
ァ
ク
タ
ー
、
市
場
に
お
け
る
事
実
関
係
、
当
該
製
品
の
歴
史
展
開
、
及
び
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
取
引
慣
行
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
つ
い
て
の
独
立
し
た
消
費
者
需
要
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。

次
に
、
買
手
の
選
択
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
追
加
的
義
務
と
し
て
強
制
が
な
い
こ
と
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ

デ
ィ
ア
機
能
が
無
償
で
あ
る
こ
と
、
機
能
的
に
も
使
用
強
制
が
な
い
こ
と
、
競
争
者
の
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
妨
げ

て
い
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
同
梱
さ
れ
て
い
な

い
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
を
購
入
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
競
争
の
排
除
に
関
し
て
、
委
員
会
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
市
場
で
競
争
上
の
有
利
性
を
確
保
す
る
た
め

の
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
競
争
者
は
、
た
と
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え
製
品
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
よ
り
潜
在
的
に
良
質
で
あ
っ
て
も
、
既
に
不
利
で
あ
る
こ
と
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、

潜
在
的
か
つ
更
に
効
率
的
な
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
、
そ
の
地
位
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
う
る
売
手
に
よ
る
有
効
な
競
争
圧
力
か
ら
自

身
を
保
護
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
資
本
投
資
及
び
能
力
を
低
下
す
る
。
ひ
い

て
は
、
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
そ
の
地
位
を
隣
接
関
連
市
場
で
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
市
場
に
拡
大
し
、
消
費
者

に
不
利
益
を
も
た
ら
し
、
有
効
な
競
争
を
弱
体
化
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
競
争
者
の
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
機
能
又
は
販
売
を
妨
害
す
る
技
術
的
な
い
し
は
契
約
上

の
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
、
多
数
の
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
、
複
数
の

メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
強
調
す
る
。
裁
判
所
は
、
委
員
会
の
見
解
を
支
持

し
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｐ
Ｃ
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
オ
ム
ニ
バ
ス
な
存
在
を
重
要
視
し
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ

ー
な
し
に
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
競
争
者
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
販
売
手
段
を
持
っ
て
い

な
い
と
す
る
。
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
及
び
ユ
ー
ザ
ー
に
そ
の
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
る
動
機
を
与
え
る
た
め
に
は
追
加

的
費
用
が
必
要
と
な
る
。

最
後
に
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
統
合
に
よ
る
競
争
促
進
的
効
果
に
基
づ
く
正
当
化
事
由
の
有
無
を
検
討
す
る
。
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
は
、
顧
客
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
開
発
者
に
と
っ
て
の
標
準
化
利
益
を
挙
げ
る
。
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
対
し

て
、
上
記
標
準
化
利
益
は
、
競
争
侵
害
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
利
益
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

ｃ

本
判
決
の
評
価

支
配
的
事
業
者
の
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
に
関
す
る
要
件
と
し
て
、
第
一
に
、
知
的
財
産
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
イ
ン

プ
ッ
ト
が
、
川
下
市
場
に
お
い
て
競
争
す
る
た
め
に
競
争
者
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
当
該
拒
絶
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
有

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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効
な
競
争
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
、
第
三
に
消
費
者
需
要
が
あ
る
新
製
品
の
登
場
を
妨
害
す
る
と
い
う
例
外
的
事
例
に
お
い
て
の
み
認
め
ら

れ
、
更
に
、
当
該
拒
絶
が
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
な
い
場
合
に
濫
用
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
要
件
は
、
直
近
のIM

S
H
ealth

判
決
で
確

立
し
た
ル
ー
ル
に
即
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
の
「
不
可
欠
性
」
に
つ
い
て
、
従
来

の
裁
判
所
の
考
え
方
を
緩
和
し
た
と
の
見
方
が
あ
る
（
２７
）
。
す
な
わ
ち
、「
相
互
運
用
性
」
の
問
題
と
関
係
し
て
、
前
述
のBronner

及
びIM

S

H
ealth

判
決
は
、
施
設
を
所
有
す
る
市
場
支
配
的
事
業
者
と
競
争
者
の
地
位
が
完
全
に
同
等
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
お
ら
ず
、
逆
に
、

多
少
有
利
で
な
い
に
し
て
も
他
の
選
択
が
あ
る
こ
と
で
十
分
と
し
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
不

可
欠
施
設
理
論
に
基
づ
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
の
点
に
関
し
て
は
、
本
判
決
は
、
供
給
拒
絶
が
、
川
下
市
場
の
競
争
す
べ

て
を
排
除
す
る
こ
と
は
必
要
な
い
と
し
て
、
当
該
市
場
に
お
け
る
有
効
な
競
争
の
排
除
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
の
点
に
つ
い
て
、

支
配
的
事
業
者
に
よ
る
「
技
術
開
発
の
制
限
」
が
濫
用
を
構
成
す
る
Ｅ
Ｃ
条
約
八
二
条
ｂ
号
は
、
一
般
的
規
定
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
と
す
る
。
裁
判
所
は
、
長
期
に
及
ぶ
情
報
開
示
拒
絶
の
累
積
的
効
果
は
、
サ
ー
バ
ー
市
場
に
お
け
る
ホ
ー
ル
レ
ン
ジ
な
製
品
に
及

ぶ
技
術
展
開
を
制
限
し
て
い
る
と
い
う
委
員
会
の
認
定
を
支
持
す
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
は
、
批
判
的
な
見
方
も
存

在
し
、
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
サ
ー
バ
ー
Ｏ
Ｓ
市
場
で
六
〇
％
の
市
場
シ
ェ
ア
は
、
市
場
支
配
の
基
準
を
充
た
す
と
し
て
も
、
当
該
市
場
に
お

け
る
競
争
者
が
市
場
に
残
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
い
う
見
解
、
新
製
品
の
妨
害
要
件
に
関
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
新
製
品

の
生
産
の
妨
害
を
し
て
い
な
い
と
し
て
、「
新
製
品
」
が
、「
技
術
開
発
の
制
限
」
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
、
濫
用
要
件
の
拡
大
を
指
摘

す
る
見
解
が
あ
る
（
２８
）
。

バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
関
す
る
争
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
つ
の
独
立
し
た
商
品
の
存
在
の
有
無
を
議
論
す
る
学
説
が
あ
る
（
２９
）
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
従
来
の
ケ
ー
ス
と
異
な
り
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
取
得
に
は
追
加
的
に
費
用
を
要
す
る
従
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
購
入
義
務
は
な

く
、
何
人
も
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
競
合
す
る
メ
デ
ィ
ア
プ

八
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レ
ー
ヤ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
容
易
で
あ
る
。
加
え
て
、
完
全
な
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
の
販
売
を
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
な
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
と
同
じ
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
は
八
二
条
違
反
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
が
、
裁
判
所

は
、
単
に
完
全
な
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
を
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
同
梱
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
に
対
し
て
割
引
を
す
る
こ
と
を
禁
止

す
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
裁
判
所
は
、
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
直
接
的
消
費
者
侵
害
に
つ
ら
な
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
委
員
会
の
議
論
を
否
定
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
の
か
か
る
効
果
の
認
定
に
は
同
意
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ラ
イ
バ
ル
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
不
可
避
か
つ
重
大
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
３０
）
。

�

不
可
欠
施
設
理
論
の
今
後
の
展
望

�

取
引
拒
絶
の
一
形
態
と
し
て
の
不
可
欠
施
設
理
論

不
可
欠
施
設
理
論
は
、
一
般
的
に
取
引
拒
絶
の
特
殊
な
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｐ
で
は
、
特
に
不
可
欠
施
設
理
論
を
供
給
拒
絶

と
分
離
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
イ
ン
プ
ッ
ト
の
供
給
開
始
の
拒
絶
」
と
し
て
、
不
可
欠
性
基
準
（
イ
ン
プ
ッ
ト
を
二
重
に

作
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
極
め
て
困
難
）
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
そ
し
て
、
川
下
市
場
に
お
い
て
既
に
競
争
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
川
下
市
場
に
お
け
る
競
争
へ
の
決
定
的
影
響
を
基
準
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
八
年
に
公
表
さ
れ
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
独
立
し
た
形
で
不
可
欠
施
設
理
論
が
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
取
引
拒
絶
の
問
題

と
し
て
、
典
型
的
に
、
支
配
的
事
業
者
が
川
下
市
場
で
競
争
す
る
買
手
に
対
し
て
供
給
を
拒
絶
す
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
川
下
市

場
は
、
拒
絶
さ
れ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
が
生
産
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
市
場
を
意
味
す
る
。
取
引
拒
絶
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
既
存
だ

け
で
な
く
新
規
顧
客
に
対
す
る
供
給
拒
絶
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
情
報
の
提
供
を
含
む
知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
、
不
可
欠
施
設

又
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
拒
絶
と
い
う
幅
広
い
行
為
を
カ
バ
ー
す
る
と
さ
れ
る
。
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供
給
拒
絶
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
�
拒
絶
が
川
下
市
場
に
お
い
て
効
率
的
に
競
争
す
る
た
め
に
客
観
的
に
必
要
な
製
品
又
は
サ
ー
ビ

ス
に
関
係
す
る
場
合
、
�
拒
絶
が
川
下
市
場
に
お
け
る
有
効
な
競
争
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
�
拒
絶
が
消
費
者
に
害
を
与
え
る

場
合
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
客
観
的
必
要
性
に
つ
い
て
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
拒
絶
が
無
け
れ
ば
競
争
者
は
川
下
市
場
に
参

入
又
は
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と
し
て
、
む
し
ろ
、
競
争
者
が
川
下
市
場
に
お
い
て
少
な
く
と
も
長
期
的
に

依
存
し
う
る
顕
在
的
又
は
潜
在
的
な
代
替
性
が
無
い
と
い
う
意
味
で
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
不
可
欠
性
で
あ
る
。
見
通
せ
る
将
来
、
競
争
者
が

イ
ン
プ
ッ
ト
を
有
効
に
二
重
に
作
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
二
重
に
設
け
る
こ
と
の
概
念
は
、
競
争
者
が
川
下
市
場
に
お
い
て
支
配

的
事
業
者
の
競
争
圧
力
と
な
る
、
効
率
的
な
供
給
の
代
替
的
ソ
ー
ス
の
創
造
を
意
味
す
る
。
次
に
、
供
給
拒
絶
が
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
市

場
に
お
け
る
有
効
な
競
争
を
即
時
に
ま
た
は
徐
々
に
排
除
す
る
見
込
み
が
あ
る
か
否
か
を
問
題
に
す
る
。
川
下
市
場
に
お
け
る
支
配
的
事

業
者
の
市
場
シ
ェ
ア
が
高
い
ほ
ど
そ
の
見
込
み
は
強
化
さ
れ
る
。
最
後
に
、
消
費
者
侵
害
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
支
配
的
事
業
者
に
よ
る

拒
絶
、
排
除
の
結
果
、
フ
ォ
ロ
イ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
硬
直
し
、
革
新
的
な
製
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
へ
の
参
入
が
妨
害
さ
れ
る

場
合
に
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
わ
け
、
潜
在
的
な
消
費
者
需
要
が
あ
る
、
な
い
し
は
技
術
発
展
に
寄
与
す
る
新
し
い
又
は
開
発
さ
れ
た

商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
す
る
意
図
が
あ
る
場
合
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
効
率
性
に
関
し
て
は
、
将
来
に
お
け
る
投
資
活
動
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
創
出
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
失
敗
の
リ
ス
ク
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
投
資
の
十

分
な
リ
タ
ー
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
供
給
拒
絶
は
必
要
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
る
。し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
。

�

価
格
ス
ク
イ
ー
ズ

供
給
拒
絶
の
代
替
措
置
と
し
て
、
市
場
支
配
事
業
者
に
よ
る
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
に
つ
い
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
言
及
さ
れ
て
い
る
（
３１
）
。
価
格

ス
ク
イ
ー
ズ
と
は
、
支
配
的
事
業
者
が
川
上
市
場
に
お
い
て
製
品
に
課
す
価
格
が
、
川
下
市
場
に
お
い
て
課
す
価
格
と
比
較
し
て
、
同
程

度
効
率
的
事
業
者
で
あ
っ
て
も
川
下
市
場
で
長
期
的
に
は
利
益
を
生
じ
る
取
引
が
で
き
な
い
、
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
は
、

八
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一
般
的
に
、
効
率
的
競
争
者
と
し
て
の
コ
ス
ト
確
定
に
依
拠
す
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
統
合
的
支
配
的
事
業
者
の
川
下
部
門
のLR

A
IC

と

し
、
上
記
の
取
引
拒
絶
と
同
様
の
要
件
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
に
関
し
て
は
、
電
気
通
信
セ
ク
タ
ー
の
自
由
化
後
、
競
争
法
上
の
ケ
ー
ス
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
（
３２
）
。
関
係
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、Telefónica

に
対
す
る
委
員
会
の
決
定
が
あ
る
（
３３
）
。
テ
レ
フ
ォ
ニ
カ
が
競
争
者
に
対
し
て
課
す
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
ク
セ
ス
料
金
は
自
己
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
料
金
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
価
格
ス
ク

イ
ー
ズ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
競
争
者
は
、
テ
レ
フ
ォ
ニ
カ
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
と
競
争
す
る
た
め
損

失
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
委
員
会
は
、
仮
定
的
な
競
争
者
の
基
準
を
用
い
て
、
テ
レ
フ
ォ
ニ
カ
が
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
接
続
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
と
卸
価
格
の
マ
ー
ジ
ン
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
認

定
し
て
い
る
。
委
員
会
の
調
査
後
、
テ
レ
フ
ォ
ニ
カ
は
、
卸
価
格
の
引
き
下
げ
に
よ
り
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
な
か
っ
た
。
国
内
規
模
で
課
さ
れ
る
卸
サ
ー
ビ
ス
料
金
は
業
法
に
よ
る
特
殊
規
制
に
服
さ
ず
、
地
域
的
な
料
金

の
み
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
規
制
官
庁
の
規
定
す
る
最
高
価
格
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
二
月
に
委
員
会
に
よ
る
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、

規
制
当
局
が
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
大
幅
に
引
き
下
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
濫
用
は
終
結
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
に
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
の
ケ
ー
ス
（
３４
）
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
審
裁
判
所
は
初
め
て
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
を
八
二

条
に
い
う
独
自
の
濫
用
行
為
と
し
て
承
認
し
て
い
る
。
本
ケ
ー
ス
で
も
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
と
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
の
価
格
差
が
、

八
二
条
に
い
う
濫
用
を
構
成
す
る
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
の
議
論
は
、
第
一
に
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド
に
つ
い
て
の
価
格
は
事
前
に
審
査
・
認
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
組
み
合
わ
せ

て
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
価
格
は
、
規
制
当
局
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
に
は
、
市
場
ス
ク
イ
ー
ズ
を
回
避
す
る
十
分

な
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
規
制
当
局
に
よ
っ
て
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
価
格
が
、
依
然
と
し
て
八
二
条
に
服
す
る
か
否
か

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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に
つ
い
て
も
争
わ
れ
た
が
、
規
制
当
局
が
八
二
条
の
観
点
で
料
金
の
検
討
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
委
員
会
が
当
該
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
の
濫

用
行
為
を
認
定
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
す
る
。
委
員
会
は
、
規
制
当
局
の
決
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
す
る
。

結
論
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
は
そ
の
料
金
形
成
に
影
響
力
を
行
使
で
き
た
こ
と
、
料
金
認
可
と
い
う
規
制
当
局
の
役
割
は
別
に

し
て
も
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
は
料
金
を
調
整
し
ス
ク
イ
ー
ズ
を
終
わ
ら
せ
る
義
務
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ

テ
レ
コ
ム
が
規
制
当
局
に
新
た
な
認
可
申
請
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
。
か
か
る
申
請
を
し
な
い
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
が
競
争

法
上
の
原
則
に
従
い
市
場
支
配
的
事
業
者
と
し
て
負
う
特
別
の
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
の
第
二
の
議
論
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
価
格
は
強
制
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
は
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
た
め
、
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
に
よ
る
濫
用
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
か
ら
の
み
生
じ
、
電
話
料
金
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を
含
ま
な

い
フ
ァ
ク
タ
ー
に
基
づ
く
計
算
に
異
議
を
唱
え
る
（
３５
）
。
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
競
争
者
は
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
レ
ベ
ル
で
の
み
ア
ク
セ
ス

チ
ャ
ー
ジ
を
支
払
う
の
だ
か
ら
、
一
貫
し
た
分
析
に
お
い
て
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
で
の
み
の
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ー
ジ
を
比
較
す
べ
き

と
す
る
。
そ
し
て
委
員
会
が
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
の
料
金
の
み
を
検
討
に
用
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
支
配
的
事
業
者
と
同
等
に
効
率
的
で
あ

る
事
業
者
の
排
除
の
可
能
性
を
問
題
に
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
に
お
い
て
も
、
競
争
者
が
支
払
う
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
チ
ャ
ー
ジ
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
損
失
を
被
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
の
み
の
（
競
争
者
で
は
な
く
）
コ
ス

ト
を
利
用
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
支
配
的
事
業
者
の
価
格
政
策
の
合
法
性
が
、
競
争
者
の
特
別
な
状
況
、
特
に
支

配
的
事
業
者
に
は
既
知
で
は
な
い
コ
ス
ト
構
造
に
依
拠
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
行
為
の
合
法
性
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
す
る
。こ
の
場
合
の
議
論
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
競
争
に
お
け
る
機
会
均
等
の
考
え
方
で
あ
る
。歪
み
の
な
い
競
争
シ
ス
テ
ム
は
、
個
々

の
経
済
活
動
参
加
者
の
機
会
均
等
を
前
提
と
し
、
こ
の
機
会
均
等
は
、
既
存
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
を
含
む
全
体
の
コ
ス

ト
を
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
へ
配
分
す
る
こ
と
を
競
争
者
に
可
能
に
す
る
形
で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
を
設
定
す
る
場
合
に
の
み
、
確
保
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さ
れ
る
と
す
る
。

第
三
に
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
は
、
委
員
会
が
行
為
の
効
果
及
び
競
争
制
限
の
立
証
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
裁
判
所
は
、

濫
用
は
客
観
的
概
念
で
あ
り
、
ま
さ
に
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
の
存
在
自
体
は
競
争
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
結
果
と
し
て
、
具

体
的
に
反
競
争
的
効
果
を
立
証
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

２

不
可
欠
施
設
理
論
と
業
法

�

業
法
と
競
争
法
の
関
係
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
公
益
産
業
に
つ
い
て
は
、
規
制
緩
和
と
と
も
に
競
争
秩
序
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
不
可

欠
施
設
理
論
と
関
係
す
る
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
を
中
心
と
し
た
電
力
及
び
電
気
通
信
に
お
け
る
ド
イ
ツ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理

論
・
事
例
を
検
討
し
て
き
た
。
競
争
法
上
の
ア
ク
セ
ス
規
制
は
、
原
則
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
所
有
者
が
多
く
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
自
然
独
占
的
な
条
件
に
基
づ
き
長
期
に
わ
た
っ
て
独
占
的

地
位
に
あ
る
。
か
か
る
産
業
に
お
い
て
は
構
造
的
な
競
争
の
欠
如
が
存
在
し
、
セ
ク
タ
ー
特
殊
な
規
制
が
必
要
と
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

所
有
者
の
経
済
活
動
に
特
殊
な
規
制
の
枠
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

業
法
に
お
い
て
も
競
争
と
い
う
観
点
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
規
制
の
手
が
か
り
は
一
般
的
な
競
争
法
と
異
な
る
。
競
争
法
の
要
件

は
、
競
争
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
の
枠
組
み
を
規
定
し
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
競
争
制
限
・
阻
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
そ
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
自
然
独
占
を
特
徴
と
し
て
き
た
分
野
に
お
い
て
は
一
般
的
な
競
争
法
上
の
原
則
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
一
方
で
自
然
独
占
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
う
る
競
争
を
確
保
し
、
そ
し
て
他
方
で
は
、
事
業
活
動
を
過
度
に
制
限
し
な
い
よ
う

に
、
競
争
の
枠
組
み
及
び
そ
の
中
で
の
競
争
者
の
法
的
地
位
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
。
業
法
に
お
け
る
競
争
規
定
は
、
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
殊
性
か
ら
安
定
的
な
競
争
が
期
待
さ
れ
な
い
分
野
に
適
合
し
て
形
成
さ
れ
、
競
争
条
件
の
確
保
を
出
発
点
と
し
、
こ

の
意
味
で
事
前
規
制
を
中
心
と
す
る
。

競
争
法
と
業
法
の
相
違
は
、
判
断
す
る
時
間
的
な
基
準
に
起
因
す
る
場
合
も
あ
る
。
区
別
は
一
義
的
で
は
な
い
と
も
い
え
る
が
、
業
法

の
規
制
は
、
典
型
的
に
は
事
前
規
制
で
あ
り
、
競
争
法
の
規
制
は
、
事
後
的
に
効
果
を
発
す
る
措
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
ド

イ
ツ
に
お
い
て
は
、
電
力
、
電
気
通
信
、
ガ
ス
、
郵
便
、
鉄
道
に
関
す
る
連
邦
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
法
的
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
妥
当
す
る
実
体
法
的

な
法
原
則
の
確
立
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
は
、
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
よ

る
電
気
通
信
市
場
の
セ
ク
タ
ー
特
殊
規
制
の
差
異
の
段
階
的
廃
止
と
い
う
方
向
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
（
３６
）
。
業
法
の
規
定
が
将
来
ど
の
程
度

基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
、
な
い
し
は
こ
の
分
野
が
一
般
的
競
争
法
に
移
行
さ
れ
る
可
能
性
は
ど
の
程
度
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
一
方
で
独
占
的
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
問
題
に

つ
い
て
は
問
題
と
な
る
リ
ソ
ー
ス
へ
の
差
別
の
な
い
ア
ク
セ
ス
の
創
出
と
い
う
競
争
政
策
的
な
必
要
性
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
不
可
欠
施
設
の
理
論
と
し
て
一
般
に
競
争
法
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
状
況
が
永
続
的
で
あ
る
、
な
い
し
は
代
替
性
が
長
期
的
に
見
込
め
な

い
分
野
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
検
討
し
て
き
た
通
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
電
力
供
給
事
業
者
の
濫
用
行
為
が
一
連
の
濫
用
規
制
の
手

続
き
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
託
送
料
金
、
供
給
転
換
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
、
測
量
価
格
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
熱
源
と
の
接
続
、
さ
ら
に
電
力
価
格
の
不
当
性
の
問
題
が
含
ま
れ
る
。
原
則
と
し
て
不
可
欠
施
設
の
所
有
者
、
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
所
有
者
が
支
配
的
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
、
競
争
者
排
除
の
形
で
の
濫
用
行
為
を
認
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定
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
電
力
及
び
ガ
ス
の
輸
送
に
関
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
妥

当
す
る
（
３７
）
。

さ
ら
に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
状
態
が
い
わ
ゆ
る
一
時
的
と
し
て
理
解
さ
れ
る
、
例
え
ば
、
電
気
通
信
に
お
け
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
直

接
的
ア
ク
セ
ス
を
意
味
す
る
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
が
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
電
気
通
信
に
お
け
る
独
占
は
、
二
重
の
銅
線
に
基
づ
い
て
い
た

が
、
テ
レ
ビ
ケ
ー
ベ
ル
を
用
い
た
無
線
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
も
存
在
し
、
こ
の
部
分
で
は
、
規
制
と
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

い
う
目
的
の
衝
突
も
見
ら
れ
る
（
３８
）
。

他
方
で
、
電
気
通
信
に
お
け
る
第
三
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
着
信
独
占
の
問
題
が
あ
る
。
着
信
の
問
題
と
し
て
、
発
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
受
信
者
側
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
の
み
通
話
を
着
信
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
限
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
独
占
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
原
則
と
し
て
競
争
に
よ
っ
て
こ
れ
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。

固
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
移
動
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
通
話
着
信
に
係
る
市
場
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
所
有
者
が
市
場

支
配
的
と
さ
れ
、
濫
用
禁
止
の
有
無
が
問
題
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
四
項
四
号
に
基
づ
き
、
移
動
体
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
他
の
事
業
者
に
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
着
信
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
検
討
さ
れ
た
（
３９
）
。こ
こ
で
は
、
事
業
者
が
、
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス（
着
信
／
固
定
電
話
か
ら
携
帯
電
話
へ
の
着
信
・

通
話
）
を
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
契
約
に
基
づ
き
得
ら
れ
る
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
認
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題

と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｓ
Ｍ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ（
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ボ
ッ
ク
ス
）を
通
し
て
そ
の
固
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
体
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
着
信
・
通
話
に
は
、
契
約
に
反
し
て
、
当
該
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
が
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
移
動
体
通
信

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
着
信
及
び
通
話
の
た
め
に
、
固
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
特
別
な
相
互
接
続
タ

リ
フ
を
供
し
て
い
る
が
、
固
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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ま
ず
、
固
定
電
話
か
ら
携
帯
電
話
へ
の
着
信
・
通
話
に
係
る
市
場
に
お
い
て
、
他
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
に
よ
る
代
替

可
能
性
は
存
在
し
な
い
、
顧
客
は
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
希
望
す
る
通
話
相
手
方
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
行
動
は
、
も
は
や
十
分
競
争
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
で
は
、
消
費
者
と

し
て
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
、
着
信
料
金
の
高
さ
を
考
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
ー
が
意
識
的
な
通
話
時
間
の
短
縮
を
通
し
て
、
割
高
な
接
続
料
金
に
反
応
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
か
ら
、
市
場
支

配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
（
電
気
通
信
事
業
法
）
三
三
条
と
対
比
し
う
る
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
四
項
四
号
に
い
う
濫
用
は
、
川
上

又
は
川
下
の
市
場
に
お
け
る
競
争
に
と
っ
て
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
捉
え
て
お
り
、
本
件
は
こ
れ
に
は
該
当
し
な
い
と
さ
れ

る
。
本
件
で
は
む
し
ろ
、
固
定
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
移
動
体
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
す
る
同
一
の
市
場
、
す
な
わ
ち
、
固
定

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
移
動
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
電
話
の
着
信
に
係
る
市
場
で
活
動
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
固
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
移
動
体
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
着
信
に
係
る
移
動
体
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
は
、
着
信
市
場
か
ら
派
生
し
た
独
自
の
市
場
が
あ

る
わ
け
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
四
項
四
号
に
定
め
る
要
件
を
満
た
さ
ず
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
八

二
条
の
適
用
も
な
い
と
さ
れ
る
。

電
気
通
信
に
つ
い
て
は
、
自
由
化
後
約
一
〇
年
が
経
過
し
部
分
的
に
は
競
争
が
展
開
す
る
電
気
通
信
産
業
に
お
い
て
は
、
業
法
に
よ
る

事
前
の
規
制
の
必
要
性
が
正
当
化
さ
れ
る
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
（
４０
）
。
電
気
通
信
に
お
け
る
セ
ク
タ
ー
規
制
は
、
当
初
か
ら
過
渡
的
な
も
の

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
連
邦
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
業
法
を
運
用
し
、
と
り

わ
け
電
気
通
信
分
野
に
お
い
て
は
、
規
制
措
置
の
内
容
及
び
目
的
設
定
が
よ
り
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
占
が
存
在
し
な
い

移
動
体
通
信
市
場
に
お
け
る
事
前
規
制
、
二
〇
〇
七
年
六
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
指
令
が
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
だ
け
で
な
く
同
時
に

九
〇
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エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
市
場
に
お
け
る
価
格
設
定
を
行
う
こ
と
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
電
気
通
信
に
お
け
る
規
制
は
一
般
的
な
規
制

と
特
殊
な
規
制
を
区
別
し
た
上
で
、
競
争
法
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
の
は
、
電
波
管
理
、
ナ
ン
バ
ー
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
基

幹
的
な
規
制
で
は
な
く
、
特
殊
な
と
り
わ
け
価
格
及
び
参
入
規
制
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
規
制
体
系
は
「
顕
著
な
支
配
力
」
と
い
う
概
念

を
中
心
と
し
、
こ
れ
は
、
市
場
支
配
的
地
位
と
い
う
競
争
法
上
の
基
準
に
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
著
な
か
つ
継

続
的
に
構
造
上
又
は
法
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
市
場
参
入
制
限
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
長
期
的
に
有
効
な
競
争
の
傾
向
に
な
く
、
当

該
市
場
の
失
敗
に
対
処
す
る
た
め
に
一
般
的
な
競
争
法
の
適
用
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、「
顕
著
な
支

配
力
」
を
持
つ
事
業
者
に
規
制
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
濫
用
と
し
て
現
れ
う
る
事
実
関
係
に
関
し
て
は
、
高
価
格
濫
用
、

排
除
濫
用
、
そ
の
一
類
型
と
し
て
の
リ
ベ
ー
ト
、
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
、
ア
ク
セ
ス
義
務
、
抱
き
合
わ
せ
で
あ
り
、
業
法
と
競
争
法
の
間
に

差
異
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
従
来
の
運
用
例
に
基
づ
け
ば
、
市
場
が
事
前
規
制
に
服
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
業
法
に
よ
る
濫
用
規
制
が

適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
濫
用
規
制
は
、
独
立
し
た
規
制
で
は
な
く
、
事
前
規
制
に
付
属
的
で
あ
る
。
市
場
が
事
前
規
制
を
受
け

て
い
な
い
場
合
、
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
濫
用
規
制
と
い
う
手
法
で
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
競
争
制
限

防
止
法
の
基
準
に
基
づ
き
カ
ル
テ
ル
庁
の
み
が
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
４１
）
。

「Strom
und
Telefon

�

」
ケ
ー
ス
（
４２
）
で
は
、
地
方
公
営
電
力
供
給
事
業
者
が
そ
の
子
会
社
を
通
じ
て
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
安
価
で
供
給
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
が
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
一
項
違
反
を
主
張
し
、
差
止
め
請
求

を
提
起
し
た
が
、
濫
用
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
判
決
で
は
、
当
該
事
業
者
が
電
力
市
場
で
支
配
的
で
あ
り
、
こ
の
地

位
を
濫
用
し
て
、
当
該
事
業
者
に
よ
る
支
配
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
電
気
通
信
市
場
に
お
け
る
他
の
事
業
者
の
競
争
可
能
性
を
、
競
争
に

と
っ
て
著
し
い
方
法
で
侵
害
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
本
件
で
は
、
抱
き
合
わ
せ
が
強
制
的
で
な
い
こ
と
、
需
要
が
あ
る
と
そ

う
で
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
で
も
な
く
、
ま
た
、
電
気
通
信
市
場
に
お
け
る
競
争
可
能
性
の
侵
害
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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る
。
当
該
電
力
供
給
事
業
者
が
、
電
力
と
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
顧
客
に
対
し
て
安
価
な
価
格
で
供
給
す
る
こ
と
は
、
原
則
と

し
て
、
市
場
支
配
的
事
業
者
に
禁
じ
ら
れ
な
い
。
本
件
の
よ
う
な
市
場
支
配
的
事
業
者
の
経
済
活
動
の
第
三
市
場
へ
の
拡
大
に
関
す
る
ケ

ー
ス
で
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
競
争
者
に
と
っ
て
第
三
市
場
に
お
け
る
市
場
参
入
制
限
が
達
せ
ら
れ
る
場
合
に
正
当
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
、
本
件
の
事
実
認
定
か
ら
は
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

３

結
語

不
可
欠
施
設
理
論
は
、
そ
の
意
義
を
め
ぐ
る
議
論
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
一
様
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
占
禁
止
法

制
の
一
部
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
不
可
欠
施
設
理
論
は
、
も
と
も
と
取
引
拒
絶
の
一
類
型
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
取
引
拒
絶
と
の

違
い
は
、
施
設
の
所
有
者
が
競
争
者
に
対
し
て
そ
の
施
設
を
開
放
す
る
意
図
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
外
部
に
対

し
て
解
放
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
所
有
者
は
全
て
の
競
争
者
に
対
し
て
同
等
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
取
引
を
拒
絶
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。従
っ
て
、
原
則
と
し
て
新
規
参
入
を
問
題
と
す
る
規
制
で
あ
る
。た
だ
、
近
年
と
り
わ
け
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
フ
ァ

ク
タ
ー
は
、
施
設
の
内
部
的
利
用
が
そ
の
所
有
者
に
確
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
施
設
の
利
用
が
隣
接
市
場
に
お
け
る
競
争
上
有
利
に
働
く

場
合
で
あ
る
。い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
産
業
及
び
電
気
通
信
は
技
術
の
展
開
も
急
速
で
あ
り
、
新
し
い
派
生
商
品
を
創
出
す
る
可
能
性
も
大
き
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
、
不
可
欠
施
設
理
論
が
最
初
に
適
用
さ
れ
た
事
例
はCom

m
ercialSolvents

ケ
ー
ス
（
４３
）
と
さ
れ
、
そ
の
一
九
年

後
のStena
Sealink

とSea
Container （４４

）
ケ
ー
ス
等
で
は
、
支
配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者
は
、
客
観
的
正
当
性
な
く
一
定
の
リ
ソ
ー
ス
又

は
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
競
争
者
に
与
え
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
川
下
市
場
に
お
け
る
競
争
を
排
除
す
る
と
し
て
、
一
般

的
な
不
可
欠
施
設
理
論
が
明
白
に
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
問
題
と
な
っ
た
施
設
は
、
港
湾
施
設
で
あ
り
、
不
可
欠
施
設
の
供
給
支
配
的
地

位
を
有
し
、
自
ら
そ
の
施
設
（
そ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
け
れ
ば
競
争
者
が
そ
の
顧
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
施
設
）
を
使
用
す
る
事

九
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業
者
が
、
客
観
的
正
当
性
な
く
そ
の
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
他
の
事
業
者
に
拒
絶
す
る
な
い
し
は
自
身
の
サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る
条
件
よ
り

不
利
な
条
件
で
の
み
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
場
合
に
は
、
八
二
条
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、R

TE

他
ケ
ー
ス
（
４５
）
で

は
、
国
内
の
著
作
権
規
定
に
依
拠
し
て
基
本
情
報
の
提
供
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
提
供
さ
れ
て
い
な
い
が
潜
在
的
消
費
者
の
需
要
が

あ
る
週
刊
テ
レ
ビ
ガ
イ
ド
と
い
う
新
商
品
の
登
場
を
妨
害
し
、
八
二
条
ｂ
号
に
い
う
濫
用
を
構
成
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
新
し
い
要
件
が

加
わ
っ
た
と
い
え
る
。
放
送
業
者
の
番
組
情
報
が
テ
レ
ビ
ガ
イ
ド
の
編
集
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
不

可
欠
施
設
理
論
へ
の
言
及
は
な
く
、
八
二
条
ｂ
号
の
一
般
的
な
検
討
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
本
件
で
は
、
知
的
所
有
権
に

基
づ
く
排
他
的
権
利
の
行
使
は
、
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
の
み
濫
用
行
為
と
な
る
と
し
て
、
八
二
条
に
い
う
取
引
拒
絶
の
適
用
ケ
ー
ス

で
は
、
知
的
財
産
権
は
、
他
の
所
有
権
と
異
な
っ
て
扱
わ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、O

scar
B
ronner

ケ
ー
ス
で
は
（
４６
）
、
裁
判

所
は
、
施
設
の
不
可
欠
性
を
否
定
し
、
濫
用
を
認
め
な
か
っ
た
が
、M

agill

ケ
ー
ス
の
検
討
手
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、IM

S

H
ealth

ケ
ー
ス
（
４７
）
に
お
い
て
も
、M

agill

及
びO

scar
B
ronner

ケ
ー
ス
と
同
様
の
理
論
を
敷
衍
し
て
き
て
い
る
。IM

S

ケ
ー
ス
で
は
、
強

制
ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
は
物
理
的
施
設
よ
り
も
高
い
基
準
を
設
け
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
後
述
の
最
近
の
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
不
可
欠
施
設
に
関
す
る
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
判
断
基
準
に
正
確
に
従
う
こ
と
無
く

理
論
展
開
し
て
い
る
面
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
か
ら
、
委
員
会
及
び
裁
判
所
に
よ
っ
て
一
貫
し
た
か
つ
統
一
的
な
不
可
欠
施

設
理
論
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
理
論
の
意
義
は
、
支
配
的
な
地
位
が
特
殊
な
施
設
の
排
他
的
所
有
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

か
ら
生
じ
る
場
合
の
濫
用
行
為
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

加
え
て
、
不
可
欠
施
設
理
論
の
規
定
を
持
つ
ド
イ
ツ
で
は
、
と
り
わ
け
電
力
産
業
を
中
心
と
し
た
法
適
用
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
の
中
心
的
考
え
方
は
、
同
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
施
設
の
競
争
者
と
の
共
同
利
用
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
社
会
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ

よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
共
同
利
用
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
公
益
産
業
に
お
い
て
も
、

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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そ
の
施
設
の
特
殊
性
に
基
づ
き
業
法
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
従
来
の
独
占
者
に
対
す
る
規
制
は
一
様
に
理
解
さ
れ
な
い
。
電
気
通
信
に
お

け
る
施
設
の
不
可
欠
性
は
、
長
期
的
な
視
点
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、
技
術
の
進
展
が
大
き
く
左
右
す
る
分
野
で
あ
る
一
方
、
他
方
で
、

電
力
産
業
・
鉄
道
等
に
お
け
る
不
可
欠
性
は
長
期
的
に
捉
え
う
る
。
有
効
な
競
争
を
創
出
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
つ
業
法
的
規
制

に
も
拘
ら
ず
、
既
に
様
々
な
市
場
状
況
、
秩
序
政
策
的
切
り
口
に
基
づ
き
、
規
制
の
基
本
的
枠
組
み
は
異
な
る
方
向
に
展
開
す
る
傾
向
に

あ
る
。

さ
ら
に
、
不
可
欠
施
設
理
論
は
、
不
可
欠
施
設
の
取
引
拒
絶
と
い
う
類
型
を
出
発
点
と
し
て
、
同
時
に
、
そ
の
施
設
の
利
用
料
金
の
妥

当
性
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
不
可
欠
施
設
を
捉
え
る
競
争
制
限
防
止
法
一
九
条
四
項
四
号
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
い
わ
ゆ
る
搾
取
的
高
価
格
濫
用
を
問
題
に
す
る
一
九
条
四
項
二
号
の
問
題
で
も
あ
る
。
近
年
、
高
価
格
濫
用
規
制
が
ド
イ
ツ
の
競
争

制
限
防
止
法
の
実
務
に
お
い
て
実
際
上
の
意
味
を
持
つ
の
は
、
価
格
形
成
に
よ
り
同
時
に
競
争
者
へ
の
妨
害
効
果
を
出
発
点
と
す
る
場
合

で
あ
り
（
４８
）
、
と
り
わ
け
、
垂
直
的
統
合
し
た
事
業
者
が
、
垂
直
統
合
し
て
い
な
い
競
争
者
に
対
し
て
前
段
階
商
品
に
つ
い
て
計
算
す
る
価
格

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
特
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
礎
を
お
く
産
業
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
と
い
う
形
で
も

捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
不
可
欠
理
論
」
の
不
確
定
さ
、
技
術
の
更
な
る
発
展
を
背
景
に
、「
不
可
欠
施
設
理
論
」
の
独
自
性
は
弱
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
不
可
欠
施
設
理
論
」
が
意
味
を
失
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
適
用
範
囲
が
拡

大
し
て
、
一
般
的
な
濫
用
行
為
類
型
で
あ
る
取
引
供
給
等
と
近
似
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
「
不
可
欠

性
」
の
捉
え
方
を
緩
和
し
な
が
ら
、
施
設
へ
の
選
択
的
な
ア
ク
セ
ス
が
欠
け
る
場
合
に
は
、「
必
要
な
」（indispensable

）
施
設
・
イ
ン

プ
ッ
ト
と
し
て
、
川
下
市
場
で
活
動
す
る
た
め
に
競
争
者
が
必
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
取
引
拒
絶
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
考
え

方
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
不
可
欠
施
設
理
論
」
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
取
引
拒
絶
の
規
制
対
象
を
拡
大
し
、
従
来
の
「
不
可
欠
」
施

九
四
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設
よ
り
広
い
「
必
要
な
」
施
設
・
イ
ン
プ
ッ
ト
を
捉
え
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
、
川
上
、
川
下
市
場
で
の
活
動
を
前
提
と
す
る
垂
直
的
統

合
事
業
者
に
焦
点
を
当
て
た
取
引
拒
絶
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
委
員
会
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
見
ら
れ
る
。そ
し
て
、

不
可
欠
施
設
理
論
で
は
、
不
可
欠
施
設
の
所
有
者
が
、
川
下
市
場
に
お
け
る
製
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
市
場
で
の
活
動
に
必
要
な
施
設
の
共
同

利
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
市
場
に
そ
の
市
場
地
位
を
拡
大
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
拡
大
さ
れ
る
べ
き

市
場
に
お
い
て
市
場
支
配
的
地
位
が
問
題
に
な
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
不
可
欠
性
」
の
基
準
が
「
必

要
」
で
あ
る
と
い
う
基
準
に
緩
和
さ
れ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
派
生
市
場
で
あ
る
川
下
市
場
へ
の
当
該
行
為
の
効
果
の
分
析
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
派
生
市
場
の
効
果
を
問
題
に
す
る
か
否
か
、
そ
し
て
ど
の
程
度
の
効
果
が
捉
え
ら
れ
、
さ
ら
に
要
求
さ
れ
る

立
証
の
程
度
の
問
題
が
あ
る
。
従
来
の
一
般
的
濫
用
事
例
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
搾

取
濫
用
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
悪
影
響
を
受
け
る
の
が
取
引
相
手
方
で
あ
り
、
高
価
格
に
よ
る
搾
取
に
つ
い
て
は
影
響
が
明
白
で
あ
る
た

め
、
濫
用
行
為
で
あ
る
こ
と
の
認
定
の
他
、
市
場
効
果
の
立
証
は
必
要
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
競
争
者
排
除
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
排
除
の
効
果
の
立
証
は
依
然
と
し
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
直
近
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ケ
ー
ス
で
は
、
競
争
者
を
排
除
す
る
な
い

し
は
消
費
者
侵
害
の
具
体
的
効
果
の
立
証
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
の
本

質
、
及
び
川
上
市
場
で
の
支
配
力
の
存
在
に
顧
慮
す
れ
ば
、
特
に
、
川
下
（
隣
接
）
市
場
に
お
け
る
支
配
力
の
存
在
や
具
体
的
効
果
を
立

証
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
ケ
ー
ス
「Strom

und
Telefon

�

」
で

は
、
川
下
市
場
に
お
け
る
明
白
な
競
争
制
限
的
効
果
の
立
証
を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
今
後
の
展
開
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

最
後
に
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
と
し
て
の
不
可
欠
施
設
理
論
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
我
が
国
独
占
禁
止
法
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
公
正
取
引
委
員
会
は
、
平
成
一
五
年
に
独
禁
法
の
独
占
・
寡
占
体
制
の
見
直
し
に
関
す
る
独
禁
法
研

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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究
会
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
（
４９
）
。
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
行
為
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
市
場
支
配
的
地
位
を
前
提
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
我
が
国
に
対
応
す
る
規
制
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
、
不
公
正
な
取

引
方
法
で
は
な
く
、
私
的
独
占
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
的
独
占
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
規
制
と
同
様

な
適
用
事
例
が
存
在
し
、
問
題
意
識
は
異
な
ら
な
い
（
５０
）
。
た
だ
し
、
私
的
独
占
に
お
い
て
は
、
市
場
支
配
力
の
形
成
事
例
、
維
持
、
強
化
を

問
題
に
し
て
い
る
こ
と
と
、「
濫
用
」を
問
題
に
し
て
い
る
場
合
で
は
、
理
論
的
に
は
適
用
事
例
の
範
囲
は
同
一
で
は
な
い
。「
濫
用
規
制
」

の
枠
組
み
で
は
単
な
る
地
位
の
濫
用
・
利
用
が
違
反
行
為
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
排
除
行
為
で
問
題
に
さ
れ
る
、
不
当
な
排
除
行
為
の

幅
は
、
私
的
独
占
よ
り
も
広
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
私
的
独
占
の
運
用
に
お
い
て
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用

規
制
と
同
様
の
理
論
が
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
具
体
的
な
排
除
の
量
的
な
経
済
分
析
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
排
除
を
も
た
ら
す

行
為
の
一
般
的
な
行
為
の
性
格
付
け
、
理
論
付
け
に
依
拠
し
て
、
違
法
性
が
判
断
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
委
員
会

に
よ
る
Ｄ
Ｐ
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、「
よ
り
経
済
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
指
向
さ
れ
、「
効
率
性
」
を
正
当
化
事
由
に
含
ん
で
、
よ
り
効

果
を
重
視
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
す
る
動
き
と
、「
効
率
性
」
の
正
当
化
事
由
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
疑
念
を
呈
す
る
見
解
、
競
争
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
自
由
な
競
争
を
保
護
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
判
例
と
が
、
併
存
し
て
い
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
今
後
の
展
開
に
注
目
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
私
的
独
占
規
制
の
理
論
・
運
用
に
着
目
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）
市
場
へ
の
具
体
的
な
効
果
の
立
証
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
政
策
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
決

定
的
な
影
響
が
実
際
に
生
じ
る
ま
で
競
争
当
局
の
介
入
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
遅
す
ぎ
る
判
断
に
も
な
る
。
加
え
て
、
行
為
の
現
実
的

な
効
果
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
期
待
し
得
ず
、
当
該
行
為
が
な
け
れ
ば
と
い
う
多
く
の
仮
定
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
新
規
参

入
が
あ
る
こ
と
は
、
当
該
行
為
が
市
場
に
お
け
る
完
全
な
排
除
を
引
き
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
当
該
行
為
が
な
け
れ
ば
よ
り
効
率
的
な
市

場
参
入
が
あ
る
こ
と
の
可
能
性
を
否
定
し
な
い
。
八
二
条
は
完
全
な
排
除
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
効
果
の
可
能
性
・
見
込
み
を
問
題
視

九
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す
る
。D

uncan
Sinclair

「A
buse

of
D
om
inance

at
a
C
rossroads-

Potential
Effect,

O
bject

and
A
ppreciability

U
nder

A
rticle８２

EC

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
四
年
四
九
一
頁
以
下
。

（
２
）A

lbertina
A
lbors-LLorens

「The
R
ole
ofO
bjective

Justification
and
Efficiencies

in
the
application

ofarticle８２
EC

」CM
LR

四
四
号
二
〇
〇
七

年
一
七
二
七
以
下
。

（
３
）
「D

G
C
om
petition

discussion
paper

on
the
application

of
A
rticle

of
８２
of
the
Treaty

to
exclusionary

abuses

二
〇
〇
五
年European

C
om
m
ission

」。

（
４
）V

ictoria
M
ertikopoulou

「D
G
C
om
petition’s

D
iscussion

Paper
on
the
A
pplication

of
A
rticle８２

EC
to
Exclusionary

A
buses:

the
proposed

Econom
ic
R
eform

from
A
legalPointofV

iew

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
七
年
二
四
三
頁
。

（
５
）
例
え
ば
前
掲
・
注（
３
）パ
ラ
グ
ラ
フ
六
三
参
照
。

（
６
）
前
掲
・
注（
４
）二
四
六
頁
以
下
。

（
７
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
決
二
〇
〇
七
年
三
月
一
五
日
（C

-９５
/０４
P

）。

（
８
）
委
員
会
決
定
（２０００

/７４
EC

）
一
九
九
九
年
七
月
一
四
日
官
報
Ｌ
三
〇
号
一
頁
以
下
。

（
９
）Stephanie

Paukte/H
enning

Leupold
「R
abatte-H

aben
m
arktbeherrschende

U
nternehm

en
nach

dem
B
ritish

A
irw
ays-U

rteildes
EuG
H
endlich

m
ehr
K
larheit

?

」EW
S

二
〇
〇
七
年
二
四
六
頁
、K

laus
Pfiffer

「R
eflection

on
B
ritish

A
irw
ays
v
C
om
m
ission

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
七
年
五
九
七

頁
以
下
。

（
１０
）
「B

ritish
A
irw
ays
PLC

v.C
om
m
ission

of
the
European

C
om
m
unities

」（T-２１９
/９９

）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
審
裁
判
所
判
決
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
七

日
（
判
例
集
二
〇
〇
三
年

四
〇
七
一
以
下
）。

（
１１
）G

uidance
on
the
C
om
m
ission’s

enforcem
ent
priorities

in
applying

A
rticle

８２
of
the
EC
Treaty

to
abusive

exclusionary
conduct

by
dom
inantundertakings

（
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
）http://ec.europa.eu/com

petition/antitrust/art８２
/index.htm

l

。

（
１２
）
前
掲
・
注（
３
）パ
ラ
グ
ラ
フ
一
五
二
以
下
。

（
１３
）
前
掲
・
注（
１１
）パ
ラ
グ
ラ
フ
四
〇
以
下
。

（
１４
）M
artin

H
olzinger

「A
nm
erkung

」EuZW

二
〇
〇
七
年
三
一
三
頁
以
降

（
１５
）O

keoghene
O
dudu

「C
ase
Law

」CM
L
R
eview

二
〇
〇
七
年
四
四
号
一
八
一
二
頁
で
は
、
本
判
決
で
は
、
差
別
価
格
に
よ
っ
て
競
争
者
（V

irgin

）
が

被
害
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
取
引
相
手
方
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
異
な
る
手
数
料
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
損

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）
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害
を
受
け
た
と
い
う
旅
行
代
理
店
の
苦
情
は
な
い
。
こ
れ
は
、
単
に
消
費
者
に
リ
ー
チ
す
る
コ
ス
ト
の
増
加
を
意
味
し
、
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
お
け
る

支
配
力
が
増
す
ほ
ど
、
販
売
量
を
減
ら
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
Ｂ
Ａ
は
、
そ
の
取
引
相
手
方
へ
の
侵
害
か
ら
利
益
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
１６
）
前
掲
・
注（
９
）二
四
六
頁
。

（
１７
）
「D

erG
rüne

Punkt

」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
審
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
五
月
二
四
日
（T-１５１

/０１

）W
uW
/EU
-R

一
二
七
三
以
下
。

（
１８
）
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
高
等
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
三
月
一
四
日
、
最
高
裁
判
決
二
〇
〇
八
年
三
月
四
日
。

（
１９
）D

aniel
Zim
m
er/Jens

W
erner

「A
nm
erkung

」JZ

二
〇
〇
八
年

九
〇
四
頁
。
高
裁
判
決
に
対
す
る
同
様
の
評
価
と
し
て
、R

upprecht
Podszun

「A
Sparkling

D
ecision

:
Property

R
ights

and
C
om
petition

Law
in
a
G
erm
an
A
buse

C
ase

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
七
年
六
九
九
頁
。

（
２０
）D

anielZim
m
er

「D
errechtliche

R
ahm
en
fürdie

Im
plem
entierung

m
odernerökonom

ischerA
nsätze

」W
uW

二
〇
〇
七
年
一
二
〇
四
頁
。

（
２１
）
「Standard-Spundfass
」
最
高
裁
判
決
二
〇
〇
四
年
七
月
一
三
日W

uW
/E
D
E-R１３２９

。

（
２２
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
決
一
九
九
八
年
一
一
月
二
六
日
判
決
、
判
例
集
一
九
九
八
年
�－

七
七
九
一
頁
以
下
。

（
２３
）W

ernhard
M
öschel

「Im
m
enga/M

estm
äcker

W
ettbew

erbsrechtG
W
B
K
om
m
entar

zum
D
eutschen

K
artellrecht

」（
四
版
）
二
〇
〇
七
年
四
九
七

頁
。

（
２４
）M

ichaelH
eise

「D
as
V
erhältnis

von
R
egulierung

und
K
artellrechtim

B
ereich

derN
etzw
irtschaften

」（
二
〇
〇
八
年
）
一
五
五
頁
。

（
２５
）
「M

icrosoft

」
二
〇
〇
四
年
三
月
二
四
日
官
報
二
〇
〇
七
年
Ｌ
三
二
号
二
三
頁
以
下
、W

uW
/E
EU
-V９３１

以
下
。

（
２６
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
審
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
九
月
一
七
日
判
決
（W

uW
/E
EU
-V９３１

）。
滝
川
敏
明
「EU

裁
判
所
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
判
決－

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
分
野
の
排
除
行
為
規
制
」
公
正
取
引
二
〇
〇
八
年
六
八
八
号
九
頁
以
下
参
照
。

（
２７
）Torsten

K
örber

「W
ettbew

erb
in
dynam

ischen
M
ärkten

zw
ischen

Innovationsschutz
und
M
achtm

issbrauch

」W
uW

二
〇
〇
七
年
一
二
一
二
頁

以
下
。

（
２８
）H

ans-C
hristian

H
ausm

ann

「D
as
M
icrosoft-U

rteil:
Zw
ischen

K
artellrechtund

gew
erblichen

Schutzrechten

」M
M
R

二
〇
〇
八
年
三
八
三
頁
。

（
２９
）
前
掲
・
注（
２７
）一
二
一
六
頁
。

（
３０
）John
K
allaugher

and
A
ndreas

W
eitbrecht

「M
icrosoftand

M
ore-D

evelopm
ents
under

A
rticles８１

and
８２
EC
in
２００７

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
八

年
四
二
五
頁
。

（
３１
）
前
掲
・
注（
１１
）パ
ラ
グ
ラ
フ
七
九
参
照
。

（
３２
）R

obert
K
lotz

「D
ie
Preis-

K
osten-

Schere
bei
regulierten

Entgelten
als
V
erstoss

gegen
EF-W

ettbew
erbsrecht

」M
M
R

二
〇
〇
八
年
六
五
一
頁

九
八

２９－２－２２６（香法２００９）
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以
下
。
も
と
も
と
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
、「N

apier
B
row
n/B
ritish

Sugar

」
ケ
ー
ス
（
一
九
八
八
年
七
月
八
日
委
員
会
決
定
・
官
報

一
九
八
八
年
Ｌ
二
八
四
号
四
一
頁
以
下
）
で
あ
り
、
卸
段
階
及
び
小
売
段
階
で
活
動
し
て
い
る
垂
直
的
事
業
者B

ritish
Sugar

の
価
格
設
定
を
捉
え
て
い

る
。
委
員
会
は
、
比
較
に
お
い
てB

ritish
Sugar

の
卸
段
階
商
品
産
業
用
砂
糖
か
ら
小
売
市
場
に
お
け
る
家
庭
用
砂
糖
へ
の
転
換
、
詰
め
替
え
に
つ
い
て

の
製
造
原
価
を
基
準
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
審
裁
判
所
の
ケ
ー
ス
（「Industrie

des
poudres

Spherique
S.A
./K
om
m
ission

」T-５
/９７

判
例
集

二
〇
〇
〇
年

三
七
五
五
頁
）
で
は
、
濫
用
的
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
は
、
卸
段
階
価
格
と
小
売
段
階
価
格
の
間
に
不
十
分
な
マ
ー
ジ
ン
が
存
在
す
る
場
合
に

認
め
ら
れ
る
と
す
る
が
、
当
該
事
業
者
の
卸
段
階
価
格
の
引
き
上
げ
は
正
当
化
さ
れ
、
不
十
分
な
マ
ー
ジ
ン
は
当
該
事
業
者
の
競
争
者
の
固
有
の
高
い
労

働
コ
ス
ト
事
情
に
基
づ
く
当
該
競
争
者
の
競
争
能
力
欠
如
に
起
因
す
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、「France

Télécom
S.A
./K
om
m
issioon

」（T-
３４０
/０３

・
判
例
集
二
〇
〇
七
年

一
〇
七
頁
以
下
）
に
お
い
て
も
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
大
規
模
な
事
業
者

W
anadoo

が
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー
し
な
い
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
を
設
定
し
た
こ
と
が
八
二
条
違
反
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
は
、
平
均
可

変
費
用
を
基
準
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
平
均
可
変
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
場
合
で
も
総
費
用
を
下
回
る
場
合
に
は
排
除
の
意
図
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
本

件
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
諸
要
因
に
鑑
み
れ
ば
価
格
ス
ク
イ
ー
ズ
が
認
識
し
う
る
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
が
濫
用
と
さ
れ
る
の
は
、
コ
ス
ト
と
の
関
係

で
低
す
ぎ
る
た
め
で
あ
り
、
コ
ス
ト
はW
anadoo

（
フ
ラ
ン
ス
テ
レ
コ
ム
の
子
会
社
）
か
ら
フ
ラ
ン
ス
テ
レ
コ
ム
に
支
払
わ
れ
る
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
製
品
料

金
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
競
争
当
局
が
、
フ
ラ
ン
ス
テ
レ
コ
ム
に
対
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
プ
で
の
支
配
的
地
位
の
濫
用

に
関
し
て
制
裁
金
を
課
す
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
濫
用
は
、A

D
SL

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
の
営
業
に
関
し
て
子
会
社
で
あ
るW

anadoo

を
優
遇

す
る
差
別
的
取
扱
で
あ
り
、W
anadoo

の
競
争
者
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
成
長
を
侵
害
す
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

Jérom
e
Philippe

and
A
ude-C

harlotte
G
uyon

「The
French

C
om
petition

C
ouncilC

onfirm
s
its
Extensive

A
pproach

of
R
epeatInfringem

ents
in
a

N
ew
France

Télécom
D
ecision

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
八
年
一
七
一
頁
参
照
。

（
３３
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
決
定
二
〇
〇
七
年
七
月
三
日
。

（
３４
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
審
裁
判
所
判
決
二
〇
〇
八
年
四
月
一
〇
日
（T-２７１

/０３

）W
uW
/E
EU
-R
１４２９

。

（
３５
）M

airead
M
oore

「D
eutsche

Telekom
and
the
m
argin

squeeze
fallacy

」E.C
.L.R

.

二
〇
〇
八
年
七
二
四
頁
で
は
、
問
題
の
中
心
は
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

価
格
が
高
す
ぎ
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
焦
点
は
低
い
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
価
格
（
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
は
損
失
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、
本
質
と
し
て

排
除
で
は
な
い
）
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ば
な
い
人
為
的
に
高
い
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
価
格
に
当
て
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
３６
）
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
公
表
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
に
よ
る
新
し
い
規
制
提
案
の
考
え
方
は
、
セ
ク
タ
ー
特
殊
規
制
と
し
て
は
事
前
規
制
、
で

あ
る
。
必
要
な
場
合
、
市
場
支
配
的
事
業
者
は
、
事
前
の
一
定
の
義
務
（
参
入
義
務
、
料
金
規
制
差
別
禁
止
・
透
明
性
義
務
）
が
課
さ
れ
、
事
業
者
が
事

不可欠施設へのアクセス拒否と市場支配的地位の濫用行為（四・完）（柴田）

２９－２－２２７（香法２００９）
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前
規
制
に
服
さ
な
い
限
り
、
単
に
事
後
的
に
カ
ル
テ
ル
庁
に
よ
る
事
後
的
な
濫
用
規
制
に
服
す
る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、R

aim
und

Schütz

「Effektiv
R
egulierung

durch
effective

M
issbruchsaufsicht

der
B
N
etzA
-Plädor

für
ein
３
-Säulen-

M
odell

」M
M
R

二
〇
〇
八
年
五
七
九
頁

以
下
参
照
。

（
３７
）
「A

realnetz

」
の
最
高
裁
判
決
（
二
〇
〇
五
年
六
月
二
八
日W

uW
D
E-R１５２０

）
で
は
、M

ainova

が
、
再
配
電
業
者
と
し
て
そ
の
所
有
す
る
中
圧
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
託
送
の
要
求
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ

ス
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
３８
）W

ernhard
M
öschel

「D
er
zukünftige

O
rdnungsrahm

en
für
die
Telekom

m
unikation

:
A
llgem

eines
W
ettbew

erbsgesetz
stattsektorspezifischer

R
egulierung

!

」M
M
R

二
〇
〇
八
年
五
〇
六
頁
。

（
３９
）
「G

SM
-G
atew
ay

」
ベ
ル
リ
ン
高
裁
判
決
二
〇
〇
四
年
一
月
一
五
日
（W

uW
/E
D
E-R
１２７４

）。

（
４０
）
前
掲
・
注（
３８
）五
〇
五
頁
。

（
４１
）
前
掲
・
注（
３６
）五
八
一
頁
。

（
４２
）
最
高
裁
判
決
二
〇
〇
三
年
一
一
月
四
日
（W
uW
/E
D
E-R
１２１０

）。

（
４３
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
決
一
九
七
四
年
三
月
六
日
、
判
例
集
一
九
七
四
年
二
二
三
頁
以
下
。

（
４４
）
委
員
会
決
定
一
九
九
三
年
一
二
月
二
一
日
、
一
九
九
四
年
官
報
Ｌ
一
五
号
八
頁
。

（
４５
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
決
一
九
九
五
年
四
月
六
日
。
判
決
集
一
九
九
五
年
七
四
三
頁
。

（
４６
）
前
掲
・
注（
２２
）。

（
４７
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
二
〇
〇
四
年
四
月
二
九
日
（C

-４１８
/０１

）W
uW
/E
EU
-R８０４

。

（
４８
）
拙
稿
「
高
価
格
濫
用
規
制
の
現
代
的
意
義
」
香
川
法
学
二
〇
〇
八
年
二
八
巻
二
号
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
４９
）
当
該
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
池
田
千
鶴
「
第
五
節

独
占
・
寡
占
規
制
の
見
直
し
」『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
場
に
お
け
る
技
術
と
競
争
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
』（
二
〇
〇
八
年
）
七
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
５０
）
「
排
除
型
私
的
独
占
に
係
る
独
占
禁
止
法
上
の
指
針
」（
原
案
）
に
示
さ
れ
た
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
共
通
点
が

認
め
ら
れ
る
。

一
〇
〇

２９－２－２２８（香法２００９）
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